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研究 報 文 


ACB Ge ン ニ エム 岩 (Trondhjemite) に 就 い て 


BYE: 鈴木 Ae 


緒 言 

JCB SIEM AAA A IE, ECA RORY Hae, OER 
島 西 御 部 の 地域 に MBA PALO A a LA CHE A LBS BOG SD, 更に 
これ 等 以外 の [a IIHT b> DE EMT RRO Merve 4 Bes att ij 

BRAD OHORENS 5% LAS Lo FCOKMlE し て 知ら る る も の は , 
十 龍 多 度 志 村 , 宏 知 尻 岸 御 料 地 , 日 高 シ ベ ミチ ャ リ 川 上流 等 に 於 ける も の な り 。 
但し これ 等 小路 出 と し て ESS も の の 内 に は , 往々 , COBH に 於 いて , 或 
EOE IBV CT FRURAKE 渡島 御 島 西伯 部 筆 に RS BOIL 
て 閉 し き 特 性 を 示す 事 あ る は , 大 に 注目 に 値する も の な り の 。 

今 述 べ ん と する トロ ン = ニ = エム Ait, ABMS EEN Wyse 
方 3~5 FF OHA VT, 雨 龍 川 の 一 支流 幌内 川 の 河床 及び その 南岸 地域 に 
路 出 せる も の な り 。 同 岩 塊 は , WHICH Chek 4, 最大 の 幅 2 FIC UT 
NNW ~SSE に 延長 し , [AHO 77 (INT BASED BO AGE TA HI & RGF At 
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る 位置 や 占 む る も の な り 。 本 岩 体 際 近 の 地質 を 調査 せる に , その 東側 は 
ihe Hee O td SANE L, 叉 西側 は 第 三 紀 層 た る WAS RE 
介 化 石 頁岩 及 砂岩 の FRI AEE BIER, 向 南 倒 は 極め て 新しき 凝 族 岩 

層 に より 彼 覆 せら る 。 又 北側 は 幌内 川 に より 民 せ られ 居る 急 め 直接 の 地質 
開 係 不明 な る る も, 川 を 隔て た る 境 居 古 凛 必 の 岩石 に は , Bem EF VE TF Ze LN 
た る ぁ 形跡 明か に し て , こ ゝ に ホネ ルン フ ェ エル メス 様 岩 質 を 示せ る 部 分 を 生じ て 
E00 

本 岩 と 全く IOS Bld, HIS KER UE ES iii URBAN 
川 の 中 流 に 於 いて ; 20~200 m ODIs 4A SAO E UT, 申出 せる も 
の 知ら れ 居 る る も, 他 の 地域 に 於 いて は , RIES OBE S も の を 聞か ず 。 多 
度 志 村 和 幌内 に 於 け る 本 岩 塊 の 噴出 時 期 に 開 し て は , Eston < , ml YR 
Wrtt UC =4eU mi る 事 を 知る に 過ぎ ざる も, 尻 岸 御料 地内 の 4 Old, 
HEA ORIEL DNC SIM BB eS, CBee EE 
を 奥 へ 居る 中 な れ ば , HMOLCOLRS < Care ARC BHAA Ss 
層 以 后 筑 三 紀 以 前 の 噴出 に 控 る る も の と 見 る 事 至 営 な る べし & 
従来 , この 種 の 小路 出 を 示せ る 花 得 岩 質 の 小岩 体 は , Cdr b SES FRY 
Bik “2 HEM BATE DE BR LEBER HSL OOM. BEX OHRE 
る も , FRUKOE Ma € MRO 4 Old, DIL =f Ale pO) ele cp (oe 
ELTRAE ORES EON ONES SUT, QHEMAR LC, SEER 
岸 等 の 小路 出 の も の と の 間 に は , 噴出 時 期 の 間 に 大 な る 時 の FRO dH BAW 
か に し て , 直接 深き 開 係 ある も の と は 認め 難し 。 

岩 ct 

Ae CRESS RANI O 外観 を 示す も の に UT, BHO AERO 内 部 
SFE SAAS UT, 捕虜 岩合 有 せ る 部 分 を ば 認め られ ざる も , 唯 風 化 
せる 部 分 は , FARIS UC EE LS 6 > 局所 的 に 入 色 を 帯び 居る を 常 と す 。 肉 


vl de ed EE 


i 
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有 眼 的 観察 に 於 いて は , 一 般 に 白色 0 fA Ak SHR 
粒 及 び 放 白色 物質 に て 充填 せる 極め て BORE し き Bata & b, 部 分 
WICIE RC UT, PIER ARO 構造 あ 示 せる も の も 認め ら る る 場合 
あり 2 

本 岩 は 古く よめ り 「 龍 交 石 」 叉 は , CHK ER LARS to 建築 石材 と し て 用 
ひら れ 居 る も の に し て , ACM TRAD RRO I: Halk 石材 と し て の 
性 質 は 次 の 如 Lo 

peeraih fe + + + 1.200°C, iff Bs ah - - 86-125 Fil, WR RAS + 0.775% 
1 切 の 目 方 ・…・19.400 3, 比重 ・……・2.625. 

AS 43 2 RABE PCPS Sc, 最も 主要 な る ぁ る 碗 物 は 妊 長 石 に し て , ABEL Ar 
(LRA, SO Martti Chae 75 6 RAE, WR RO Met 6 EO SD 
も の に て , FIFRA OBIE 2 RES BR OE LO tS IL, 本 岩 
の 最も 特徴 と する 所 な り 。 

RLS 7 hE (cig ユー1.5mm, 長 さ 1.5~3mm O)fiko> TC IEMEZS BA PAK 
fh et ARE L し て 産出 する 外 , 0.1~0.2 mm DAIL UC BESSA 2 FE 
tet >, SAA LS IERBKO BiphpeeRt 4 LOB 6, LT v4 
HRIE~I FY KEOMOMMLRT LOPRDED OS 一 般 に 新鮮 な 
SOUP tA 2 BA, 且つ PERCE LS EAT S 部 分 も 認め 
ら 5 る 。 ARHEABEMO 新鮮 な る も の を 経緯 鏡 下 に 於 いて 測定 せる に , Wath 

こよ る 開 係 並 びに 2V=( つ 81° よめ UT, Anw 内 外 の Oligoclase-andesine [ff 
I RN Coe 
EBA OR 45 錠 内 外 を 占 む る も の な る べ Lo 
石英 は 上 記 稚 長石 に 次 ぐ 主 要 磯 塊 に し て , 或 る も の は 1mm 以上 に 達 す 


A) 小山 一 耶 , 日 本 産 石材 精 義 , 昭和 6 年 版 Pp. 44。 
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Akt eRSEH SD &, & < 1k 0-2 mm 内 外 の 細 粒 と UC dal (CAFE LU, 
ICSE AO MEIC BAtSLORO, KEES bOI, ETA TERE 
Pe Hk EaIE eR TB Db, ZS (AABN TS BIBRA L, HE IL BIE 
又は 二 輌 性 示す も の も 少な か ら ず 。 AUMWORIL HRA K OMAN 

(BHA OH 35% MI 2 HES & OOH Lo 


AL YESH HE HE Trondhjemite 
<1 aes Se 
Q= Ax, F = Oligoclase-andesine 


tt ET 
長径 0.2~0.6 mm 附近 の 不 規 則 な る NE 27S も の に し て , 少量 な が ら 

ACER DATE Oo TRIES し て PAC OA Kida eas し , 時 に Be Bel 
CHO CRMIY S EOHSELS, COMME OMTAS RE hOR 
Sebt A ORBLE LAO & 信 ぜ ら る 。 AURIS OT 12 た る 事 多 く , PUEDE 
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4b, tORmisni lA UTMOST 6,6 << SBAOUSUE RON 
Lo Gls 0-1 mm HIS UT, SEL EARS OBS し 。 
WAP LR Tesi £3}, RHA KOM S 6, CEM 
rt PF Kai FFE せり 。 或 は 正 長 石 な らん も CBVERMR AIO, そ 
DARE 6S, ABEMOKIWO—ABIC Id, WIRE, HERZ OME 
BOMMORE Yt 5 Pb E, いづ ね れ も 二 次 的 に 生じ た る も の な る べし 。 
LEA PORE OMB IC 0.1 mm OSI I= UT, 極め て 淡 き 桃色 を 
示 LL, JETRGHE OBR SHR, 透明 な る 結 曲 あり 。 その 性質 よめ 推定 ぜ ば 
或 は 氷 長 石 adularia) な らん か 。 

以上 記述 せる 如く , 本 岩 は 多量 の RARE ROBB OLE OFA 
Bit & O70, RAIBORHES Abedh Ic PRO SF し き 班 欺 構造 を 有 せ る 特殊 の 
Ee LUT, 4 ODER ROE KO SLE, V. M. Goldsch- 
midt 数 授 に よめ て 命名 せら れ た る 南部 Norway, Trondhjem の Caledonian 
Mountain (= #4 4 MAAK Sra Trondhjemite に 最も 近似 する も の な 
bo BIA BDV ME OE LOA Ke OT ACER LICR T も, 
Trondhjemite fj: 4 OE 2% Apt 6 PILZ HA THES Lo 

‘#24 © 8 

WEES EREOAR AOR b AM Me 2 BAKERAE RSL ODE 
る 結果 に よれ ば , COM BB ik B— KOM i "AN ei OT め , 同 表 中 に 
V. M. Goldschmidt #212 & 0 THEI Gtrte & Norway の Mastravarde 産 
の 代表 的 Trondhjemite DHF EE LA LY o 


1) V. M. Goldschmidt, Vidensk. Selsk. Skr., 1916. p. 76. 

2) J. Suzuki, T, Nemoto, Jour, Fac. Sci. Hokkaido Imp, Univ., Ser.IV, 
Vol. III. No, 1 (1935) p. 16. 

3) V. M, Goldschmidt, Vidensk, Seisk, Skr., 1920 (1921), pp. 24~25. 
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SFL LW LACES 22 FL IC, INRES RE EE(A) の も の が か, 2 < ORK 
に 於 いて , Norway の Mastravarde 産 (B) の も の に 極め て よく MUS oF 
を 認 む を 得 べ し 。 但 (A) が (B) (CIE UT, FeO OHITBS LS, (ABC) 
よめ り も 更に 有色 確 物 の 含有 量 少 き を 示す も の な る だ し 。 これ 等 岩石 (A) 及 
び (B) は , 共に 一 般 の 花 賠 岩 に 謀 し , 路 等 量 の SiO2, Al2Osg を 含む も , Na20 
多く , KK20O PS SHUSHMET. 即ち 此 等 の 値 は , KAMD ARR 

mUBHeA 2 to Sb, ERA ZLS ews tL ORSON 


第 = XR 
Wt % Norm | 
A Ga eee bs B 
SiOg | 7.45 70-30 Q 32-58 29-82 
Ti90, 0-10 0-3 Or 


CaO 3-11 352 | Hy 470 5.90 

| Na20 | 443 4.30 2 
Kaul) slO7 tie Wee VT 
P20s| 0.58 0.12 Il 0-15 0-61 | 
pins ee Coan LEA 0 134 | 034 
HO) 0-27 0-05 

ECO, Al ee 0-13 
Sy, aI) tesatoc 0-03 
BaO sseesss tr 


Total 100.35 | 100-40 


Sp. gr 2-625 2-711 


A. Trondhjemite. jij BEA “i (分 析 者 , BARRA) 
B. Trondhjemite. Mastravarde, Norway (分 析 者 Roer) 


AAPORR A, 正 長 石 並 びに 石英 の 割合 を 吟味 せん が た め , (A) RUC) 
の norm を Q+(Ab+An)+Or=100 の 開 係 を 示す 三角 園 表 中 に 記入 すれ 
ば 第 二岡 に 示す が 如 Lo TRAIL AFL ROPE OLR Z D Ml OFE ba D 
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pa 


1) 
PEN “lel tal Zp に 入る れ ば , Trondhjemite と Granite MA (chi C3¥ UL 
SERA SM SS Lo 即ち MA Lb BIN TIS, WEA 等 量 な る も 
前 者 は 後者 に 比 し て US BIR A BA, 正 長 石 に 不足 せる を 見 る べ Lo 
第 = a 


A. Trondhjemite, jj gE & Beak 
B. Trondhjemite, Mastravarde, Norway 


I. Granite, HAOBIY 
If, Granite, ERIK E DAL DAI 


5t & ) mode (XPS A TEMES SBM norm (LHF FEO LU, REGEA 
2, KIC T mode に 於 いて も , COMBCMOTHSHRKAMS BR 

を 示す も の た る 事 想 像 に 難 ら ず 。 
結 

ESO M < AAG ILE OBIS CHD CHARA S ABIL UTAH CH 

ょ と 稽 t 類似 せる 講 岩 石 と の RWS, HALF L tonalite aplite に 比 

すれ ば は ば, SiO。 多く , AAI <, FRAO’ BERS REL, BL 


granodiorite aplite, |i quartz monzonite aplite 等 に 比 す れ ば , K20 少く , 


1) J. Suzuki & T. Nemoto, Jour, Fac, Sci. Hokkaido Imp. Univ., Ser. IV. 
Vol, III. No. 1, (1935) p. 16. 
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PE DUO BV eee SEL. RAE LAR CHS 
る 加 具 数 授 の 所 調 akenobeite (c/e Tull, AEP IL EEE eH し 
叉 石英 多き を 著 し き 差 異 と な する も の な の 。 

要する に 雨 龍 多 こ 産 す る 本 岩石 は , 恐らく 白 BRAC = 493M) alt a 
新 第 三 紀 以 前 の 噴出 に か ヽ ゝ る も の と 思 は る ・ ゝ ゝ NIKO ED a Ave ISL 
て , COMMS, Hike, AR, WOM kOTHI bev arza 
(Trondhjemite) と 命名 する 事 最 も 適 洛 な り と 信ずる も の な り 。 

ES S(O KABAMOR UG tuts SMARTS ED RO 
意 を 表す る も の な 0。 - 

(昭和 10 年 7 月 10 日 A YRS i A EAL A BS oy a 2e) 


RESWUESWMROREH 
Bet WB RT ON 


BRAC HS Tk BE RT KO iE PRES ODF GEL TE ORAZ 22 
開始 し , KP RE, BHM, BR, 吉木 文 下 , BSL ERR OG OR 
氏 相 炊 いで て 研究 に 従事 し , 今日 に 至れ 0 。 MOE EO こね RRC ED 
の X 線 研究 を 開始 し 錠 に 件 ひそ の 唱 像 的 研究 を も 開始 し , 予 は 主 と し て 後 
者 の 研究 に 従事 せめ 。 

足尾 産 黄 鉛 座 も その 研究 の 一 に し て , FZ OMBD KB TH BRUT 
EEA ET, 足尾 産 黄 鋼 確 に 複雑 な る 外観 を 景 する 結晶 の 存 
在 す る は 古く より 吾 人 の 注意 せる 所 な り 。 然 れ ど も その 研究 を 行 へ る も の . 


1) T. Kato, Jour, Coll. Sci, Imp. Univ. Tokyo, Vol. XLII. Art. 3. (1920) 
py 17, 


a I 
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少し 。 MET MESL-ORA 6 LOULOLKSLOMB~Le 

この 研究 に あたり , wht SAO BHI Ae RERMY Gi, HO. 
BAD (L&D DG, awe UAE Ze MR US O tO, 筆者 は こ ゝ に 深 
SMOKES o MAD Ahh 2EMEO te AGH IS ME B BRIE 
同 磯山 職員 譜 氏 の 多大 な る 好意 を 辱 ふ せり , Cs (LB し ん て 謝意 を 表す 。 

測 角 

足尾 産 黄 鉛 貴 の 結晶 は 多 敷 密集 し て 産出 し , 完 人 本 な る 形 を 保てる 結 曲 を 
4H HE §, 且つ その 結晶 面 に は 條 線 其 だ 多く , 正座 な る 測 角 を 行 ひ 上 難 き が 故に 
HEAR OA MOWED Lo 筆者 も 恋 敷 個 の 結 品 に つき て 面 角 の 測定 
を 試み た れ と , 十分 信頼 する に 足る 結果 を 得る に 至ら ざり き 。 今 その 測 角 
の 結果 を 一 覧 する に , [110] 卓 帯 に 属す る 面 に て , 光 を 反射 する に 足る 程 の 
下 滑 度 を 有する 面 は ほ ヾ (001), (111), (C111) 等 の 諸 面 に 限ら れ , 此 等 の 面 と 
EZ WOE SHAM OM <, その 反射 像 の 明 な る も の に 非 す ず , この 面 の 位 

に 於 て 反射 さる ゝ 光 の 強度 大 な 0 め と 云 ふ 程度 の も の な り 。 柄 し て 此 の 反 
射 部 分 に 相 貫 き て , 所 調 連 績 反射 の 部 分 ある も , KE AMEOLMOAM 
KRMSZBAOME OD EAM RE O と 和 制 断 せ り 。 こ の 間 題 に 就き 
て は Websky 氏 の 詳 記 あ り 。 結 品 園 に 示せ る が 如く , [ORAM RIT 
ZZ <§ OBES DME O MARRIES » 8, 此 等 の 條 線 は , Rat 
Ell, 結 品 を C111), C111) SORE x HO LAG AE, 皆 一 様 に 光 を 反射 し 
WUAEOMP AD HED s C11), (111) FOW 3 MO 4 HB OC MIS dv 
MS Res. COMMIS CLD, (111) MOR +e ei 6 OMS RO 
Et ARCHOS 6 ORB AIA LK SHED LE ORO, COMO 
- (0109, (110) 唱 帯 に つき て 行 へ た る 測 角 の 結果 は 第 一 表 の 如 し 。 (A ASE 


1) AAR AE, BBB HE I ARFRER ONE AIZED 47 真 。 
2) Websky, Zeits, Krist 3 (1879), 241 Hy 


本 118¢10) BAR DR KS 綿 164 


は c=0.9852 LLTHUKS LORY 
Sj) AR Lk ee 此 等 の 面 の 反射 像 も 不明 喉 に し て 
| 測定 値 | 計 党 値 | HORNS Bs PRT 
A ae [eso | DUBE Edis BOO. COL) 
CODA } 54° 4 20" | inj Hiad THE <, (001), (201) =O 
H&S DBOMM CHUL D © BORO > MAED(OOL),(111),(101), (201) 4 
ODT Vk FE Fe ESE SUNG (CBRE AAO FAS IE OAC CFA ES o 
QRIOB— BCR SPAIN THE, ILD ょ (111) ¢ OMS HOR AOR 
に より て , 極め て 粗雑 な が ら , BH Ee し て ほ ヾ (310) の 面 に 近 き 傾き を 有 
する 面 を 形成 す 。 
fed = OCONEE Tk, HI, HSE OM S WORM A MG UT, ほ ヾ 
(113), (338) O (IFAs ST S OLE BR O (BAIS 6 SS 8, 面 の 存在 を 推定 
し 得 ら る ゝ 反射 を 認め た のり の 。 測定 値 は 第 二 表 に 示せ 0 り 。 
第 二 表 此 等 の 面 の 他 , —+--, [+I 
| 測定 値 | 計算 値 | の 如き 型 の 結 卓 を 測 角 し た る 際 に は 
| HEAD Be Te RE af | この COW に が て (LO) moO 
VEO) AES PR O (LAB 6 SHED 
ELH AMKEYVOORHREROE64>30H90, tTORMEION EN 
Pepe 87°15 & O AST Aus, 面 指 と し て (20.20.1 う を 得 。 此 等 (115), (338) 
(20.20.1) FO [Ai lk AUR 7S D5 Gb, VFS RE Ct BLE A Ae DD, HEA 
fal 78, 七 則 等 に 示せ る C113), 第 五 賠 に 示せ る (338), 4 —+ Tell ast 
(20.20.0) 等 は 後述 の 如く , 接 久 測 角 癌 に よる 測 角 値 に 最も 近 き 様 に , 比 較 的 簡 
漏 な る 指数 の 面 を 依 に 定め 描き た る も の な る が , Wi < MAHI T, BO 
條 線 よ りな る 粗雑 な る 面 の 大 帳 傾 度 が 其 結 曲 に て 光 を 反射 し 得 ARO EY 
度 を 有 す る 面 の 傾 度 と 一 致す ぁ る も の ある は , 此 等 の 少 敷 の 例 の み を 以 て は 
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何ら 積極 的 の 事 は 云 ひ 得 ざ る る も, 生 注 意 す べき 現象 に は 非 ざ る か と 思 は る 。 
mie M CTO HEOME 

足尾 産 黄銅 左 に 現 は る ヽ ゝ が 如き , CPP Ms ESC AWE eS 反射 像 を 示さ 
S Swann HBS Pee 6 oe OWE LAY 6 SSS SAM t ROG 
SPBPE LIES < HHL UL, UOMEIMAA ICHAT, (Ee PTE LEU 
SoMSsMOMBKse 決定 せん と UT, KOMS HERO. Isle 
BAO TR し た れ ど , BK DHS Wulf D2 F v + BRIA net を 使用 し 
TION 2A S tO > HHA a, b,¢ 7S ORTHO MACHR Ch ee 
4 Wi) b (uy V2 We), (ug V3 Wey (4 V4, 04 等 の な す 角 を 夫々 Vir Crop 
gu tl, 

“4,20, Wi 


02608 Oy 520g C2Woe Guy 02 COS Yin CW 


=| 03 60S pis 520g c2wg | :| a2ug Pg CosPi3, Wg 


04 COS Pixs OR Cc? w4 | Qu, 04608 O14 C2W4 


a?Ug 5202 0g COS O12 


TOL Oma OET hfs 
@ugz 6203 03 cos pis | {AL b2= ya2u2+52024c2w2 等々 


a2u4 5204 04 60S Git 
TEA AIAN Cds 


Uy 50, 5 Wy 


02608 Pix Vg C72 We | Ug 02 COS Qi, CLWSg 


Us 0360S Gs CHWs 


=| 03 60S G13 Vs CS 
9 
04.008 Yin V4 c2w 4 | Us 04 COS Gia CW 


Ug Vy 02 COS Yi2 


a S| 
uz Uz 3 osgs| 但し p2= duz+u2+c2wR WF 


Ua U4 Pa cospis 
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な る 闘 係 式 を 得 た り 。 

この 開 係 に より て , ある 結 上 曲面 に 現 は る ゝ 條 線 , 入 等 の 間 の 角 を 出来 得る 
限り 多 敷 測定 し , BURL EEO MER ED, Kir CZLEO BAe So 
面 の 面 指 敷 を 定め た り 。 但 し この 方 法 に よる も , 必要 十分 な る だ け の FM 
間 の 角 を 測定 し 得 ら れ ざ る こと 多く , VEE ER に て は 策 の 明 暇 に 現 
は れ ざ る も の も 多く , MAMO AMO MMe EC 4 事 も 相 営 困難 な り 。 
St CPM CREST CBS, この 方 法 に よれ ば , 面 角 の 測定 の み を 
以 て 面 指 敷 を 定 む る より は , MB HMR SBS MOBO. か くし 
TEE REGS MUNK CT lk, (100) SALI CARES SARA (110), (101), 
[1123〕 に 限ら る ゝ こと を 訣 定 し 得 た り 。 こ の 事 家 は 猫 り PRESTO 
認め ら る ゝ 万 に あら ず UTC, 他 地 方 産 の 黄銅 蝶 に て も , 殆 ん ど 弧 て の 結晶 
MASK OMEOMADICBS SLO » il Lo 

條 線 の 方 fA 
上 の 方 法 に て 大 路 の 面 指 敷 を 定め た る も の を 第 一 園 乃 至 第 二 十 三 園 に 示 
し , そ の ステ レオ 投影 彫 を 第 二 十 五 賠 に 示せ り 。 但 し 此 の 中 に 記入 せる 面 
指 敷 は 十分 信頼 し 得 べ き 性 質 の も の に あら す , AOTOMBR> ICEL 
する も , 光 を よさ く 反 射す る 下 滑 な る 結晶 面 の 面 指 敷 と は FARBER 

る も の な る べし 。 尺 足尾 産 黄 鉛 座 は ZROR OBE UT WG し , EO 
Be SU CBSA E75 Sik, HHH HE 6 SS RAOA® HSI 
PK CARY Do 

UES Ole 2 Sb & (= 5 le SBE SIRO A DIET he EE sphenoidal 
symmetry DZ ORS IL %E <4 REO, ICH C111) の 所 調 positive 
form, negative form の 厚別 に つき て は , k SMES CT BRA ERS LOR 
(LIL) & Ly HERRE < LHD SS & D2(111) と する 従来 の 規約 に 従 へ の 。 
ir F SUF, Sh (001) の 條 線 の 方 向 は (110) の 方 向 に 最も よく 閥 冬 し , 
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(001) に 於 て は に C110〕 OAM E KS PHBE O , HICSS OVS, HAE 
MICOS SD s LEER CT, OAM IE S (Id, IOI 
面 の 條 線 に 着目 する が 最も 便利 な り 。 但 DIERKS COOL) iif I< BAIR Z& SC1103 
方 向 の 條 線 の 他 ,K110〕 方 向 の 條 線 も 微か に 現 は る こと あの め の , 稀 れ に は 第 二 
一 賠 に 於 ける が 如く , この 雨 方 向 の 條 線 の 同様 に 現 は る ヽ ゝ こと あり 。 叉 

ほ ヾ 族 面 の 位置 に 相 党 する 所 に , 第 二 十 三 園 に 示せ る 如き 砂時計 構造 に 似 
た る 條 線 模 様 を 示す も の も あめ り 。 選 を 明 足 に 示す た め に 第 二 十 三 彫 の も の 
を c 軸 の 方 向 よ り の 見 た る 賠 を 描き , 之 を 第 二 二 四 賠 に 示せ 09。 

第 二 + 


[CHS TC, (201) 面 上 に ある 條 線 は , (201 fj E111) 面 と の 繰返し 

こよ め て 成る L113 方 向 の 條 線 は (111) 面 に 近 き 方 に BES UT, BARE 
現 は れ , (201) 面 と (111) 面 と の 繰返し に ょ る [112) 方 向 の 條 線 は (111) 面 に 
WE SRR UD TD IHMILSD » SMH LT, 

COOL Diff £ (201 iff t OMS S PEI td THE < LOL AHidar, これ が 狭 
& 111) MORSE LIC TUS S » DKA, Fs LIP CLOI 方 向 の 條 線 現 は 
る 。 第 一 賠 に は 之 を 描か さめ し も , 第 四 園 (15.1.15) 面 の 現 は れ 方 に 相似 た る 
も の な り 。 此 の 場合 に は , (101 う 面 と (111) 面 と の 切 合 ひ の 條 線 も C101〕 方 向 
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eR), (20) ANI SLMS, LIC RPOM MAILS s Dk tebe 
C110〕 ke ORODOKe 
Ci) C001D~<111) 間 の 面 ” 底面 は 多く の 場合 深 触 Ctr: Aww LS, き 


ah tons る も の - て は , Fiaee (x “Wr: Dae US Fy 5 再 落 色 か を 時 する も 
ON Br, FSD”, を は - 種 の 錆 色 な る べし 。 (225)( 第 三 , 十 一 園 ), 


328) ( 4 Till), 13) (B57, 七 , 九 , b> 十 二 彫 C778)( 第 八 岡 ) の 如き 面 は 
之 と 相 作 ふ (001 う の 面 と 同様 な る 表面 誇 態 を 示 し , (001) の 深 人 触 せ ら る ゝ 叶 
ILICEO Hb Z ¢ ARR ILA BIS 6 tr, (OOM MY La TREO eR 
する 叶 は , MEO L MAROR HRT 

D< OM < (001) と 同様 の 表面 現 祭 を 時 する 面 は 何れ も , C107 sae pC 
あめ て ,(001) よめ の 角 距 離 が (111 う 人 ハ (001 う の 角 距 離 よ り 小 な る も の , 即ち 

MAB OLO»hh<cl RSEO ARO, こ ゝ に 決定 し 得 た る も の 
中 に で は (778) が (001) を 距 た る こと 最も 大 な る 面 な り め 。 か く (001) も 
(225), (113) 等 々 の 面 も 深 触 され 易 き 面 な れ ば 碁 し く 溶 触 さ れ た る も の に 
Tid, (001) Ht HAE OMOEA < HOME LEO, こ ゝ に 丸み を 帯び た る 
結晶 面 を 示す に 至る 。 か ・ す |*aAAOlIL © » (CAMS 6, FIL BAO 
HO iia (= Clk, C001), (113) OH OMT OF ATO, (COL), 113) に 相 
td DEAS, PREIS BRED sin LS EDY RIT LE ESBS 
ENStOE Leo 

(ii) CID~CIDMOM (111) は 庶 き 結晶 面 と し て 現 は る ゝ こと な き 

8, COMPRES COKRHHO..CU) 面 は 時 に は AOR SES 
THES BH OCB—, Nn, Hilo この 二 面 間 の (hhD 面 は , 第 一 彫 に 於 て 
見 る 111), (111) 面 の 繰返し の 細く 且つ 頻繁 に な り て 生 ぜ る 面 多 か る べく 。, 
JCD lL TG SS SER OK BG Ik MEA OWE Ot 
KAM RISO LET COMA ORME 4 nin EAB ICHST, 
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ZOKPGED UO OME IIS BOF 6, 條 線 は 弧 て C110〕 方 向 の も の 
~ ATED o KEMOVE L < ABS tots J RRARICIA Tid, (110) 面 に 近 き (hhl), 
Mi EID AC (ES 70° に 相 交 は る 深き 切れ 込み を 生じ た る も の あり 。 COW 
れ 込 み の 方 向 は 夫々 CChb), G11) IROCChbL), (111 う ] の 方 向 に 営 れ 09。 こ 
の 切れ 込み は 極め て まばら に 生ずる の みな れ ば , COOL), QOD OMI L 


く 深 人 触 せ ら る る 場合 に も (hhD の 面 は 全般 と し て , 殆 ん EEO Pears co. 


L7% Lo mE FE SHAMS TIL AID Ht OOD £ OFF AMO MORE 
SALLE EO>MLo 
(112) he OD HO 4 
(201) (IS ASH OCLLIT MNOGRO ABET 43 CHx, =, , A, K, + 
A, —+ ial, RIC BTC HS GF ける が 如く , (C201), (111) 3=(1129, ((201), 
(111)}=(112) OLA MOUPMOBET S&L HO, RBH oD 
Ns JEU S BAS NES EO TH, ©OM112, (112) の 條 線 の きれ ぎれ 
に 現 は れ 居 る を 認め 得 。 こ の 現象 は C201 う 面 の み に 限 5 ら ず , C1129 唱 帯 に 局 
> AMOWMLE SDM ¢, 第 洲 園 の (513), 等 十 四 園 の (312〉 等 の 同一 唱 ? 
C113J 上 の 面 に 於 て も この 現象 を 認め 得 。 深 触る さる れ た る (201) 面 に で も, 猫 
C112 TIN OTERO APEET SAGE DSL ELA, 十 八 園 等 に 示せ る が 
加 し 。 こ れ と 同様 な る ぁ る こと は 同じ この 上 唱 帯 に 属す る (312)1( 第 王 琶 園 うほ 
於 て も 観察 せ ら る 。 向 この 唱 帯 に 局 す る 面 の 中 (714) に て は , C113) 方 向 の 
條 線 の み を 示す 場合 の み を 観察 し た 0。 
WAR OMO HR 
(101) HLOMRO® EOS TRACK ZMK O. COMB BS 
る 面 に て は , C101 方 向 の 條 線 の み 遂 達し, ©» (CHE USSR TH 
C Opie (=e S B TNC AL 25 SB ABRO BK 2 FES SBA LR LO KY 
BEN, 十 九 , =a ast SAAS Clk LOPARCIBS S (525) DFAS 
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BRS 2272 SPHeR YO, 
以上 を 通 官 し て , た ヾ 一 系 
統 の 條 線 の み 現 は る ヽ 〔110] 
Baap b>] 24 (bbl) 面 及び 
C101) 卓 帯 に 属す る 面 は 殆 ん 
ど 全 く 溶 触る さる ヽ ゝ 事 な く , 二 
系 統 の 條 線 の 現 は る ゝ 事 あ る 
(001) & UCD BBO HED 
溶 触 され 易 き こと は 注目 に 値 
すべ し 。 


& De 

UELOMS HEOMORG ¢ SAO ZR eIBTES OI, BHO Aish 
別々 に 卒 然 と な が むる 時 は , te SHER EA OMAIZO LOH OT, その 間 
何ら の 開 係 も な きも の ・ ゝ 如く な れ ど も , 此 等 あこ ゝ に 賠 示 せる 順序 に な ら 
べべ 見 る 時 は , HED (i AAREe FEIT SIGHS SS 結 曲 が 順 々 に 柚 並 べ る を 見 
S~Lo HoB =, =, W, A, AYO & Old, B-EO tO s (119), (110) 
naaeO)(111 ),(111), (111), (111 OD HE し の 細か く な り て , fe Ochhla 
面 を 形成 せる に 至り た る も の と 見 る を 得 べ く , (hhl) の h ぐ ! な る ぁ る 面 は 時 に 明 
に 現 は れ , 吐 に 不明 と な る も の と 考 ふ れ ば は , 此 等 は ほ ヾ 同一 種 の 卓 溢 の も の 
と 見 得 べ し 。 

第 じ 園 は 以上 の も の と は HLS 異な る も の ゝ 如く 見 め れ ども これ は 
(515) の 面 の 加 は り た る を 異な れ り と な す の み な り 。 Ms この (hkh) の 面 は 
第 一 乃至 第 六 園 に て は 示し 得 ざ め Lb, (001), (20) “MOMS T SRILD 
SPILLS > LLABSMHEO. WS RAAB aT sl OGRE 
DLOLBCHMOLO> HL 2B, さして 大 な る BRHSLOCILHSTS 
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べし 。 区 に 第 八 岡 と 策 七 園 と を 比較 する に , 第 七 賠 の (201 う の 代 0 に , (518) 
の 現 は れ て , 結晶 全般 が や ヽ ゝ < 軸 の 方 に 延 び た る を 異 れ り と な す の み に し ひし 
て , (513), (201) う は 共に L113] 品 帯 に 局 Ly ilar % CEO AN < AREA S TTR 
Wewsd 面 に し て , これ 叉 さして 大 な る HH SRHO {OITA HGS FR 
に 第 七 剛 と 第 作 剛 は 共に C112) HAIRS SD WEY Gee, (1139, 
i a 

次 に 第 入間 と 第 九 園 乃至 第 十 二 園 も (513) に 代り て , 之 と 同一 品 帯 に 局 す 
S (114) の 現 は れ た る と, 其他 の 面 の 大 小 ! me Se 
FF, 十 二 間 の 結晶 は 現 は る ヽ 面 は 線 て 同 -- に し て , ER SHIA cHHO 
方 向 の 延び の みな り 。 

At Slt) LO wn tlk 相 党 の 差異 ある 如く な れ ど も , DSIRE 
一 岡 に 於 て , 15) OWI L, (14) 2° & fel] CARA CI1D) に 局 す る (312) 
に 移り た る も の と 参 ふ ぶれ は ば, 第 十 二 岡 の も の ょ より め , 第 十 三 園 の も の へ の 移 0 
BOS UUERO LOI 非 ぐ る べく , LOM 8 IHRE LIC 於 て 天 な る 
BHD EOLA HSS Lo UE BEEBE O BME OE 
に これ より 第 十 五 賠 に 移る の 間 ! に 於 て も 赤 そ を その 一 つ ー つ の 聞 に は 唱 癌 上 の 
ote < DAs — sil HES + HR] OHO BB ee 
BP (USE IS og ais hays den 
BIKES O PRE L BFAD LO » WS $2 OH LE LORY. 
次 に 第 十 六 園 よめ 第 二 十 二 園 に 至る の 聞 も 赤 , — eo 1g ヾ ゞ MERIAY Oe ERE 
10 HD BORN Lo 

HOTS 4 OIE ZIM OVA RAC E © TERS に 贈ら れ た る 結 
Hi DWT 7S 5 v's 全般 の 結晶 形 を 推定 § べき 資料 を 鉄 く を 以 て , QC > ゝ 
(CRG eI, KAO IVE 2 a し LEG Vo (Ds Old Ht WO FAA DiC Hay 
DAT in) (HE L < SME Lc DM SIBREO % OFF 5 
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筆者 の 観察 せる 範 園 内 に て は , IER A OREO, H+-— OM S eB 
は 最も 多 敷 に し て ; 第 二 , =, 四 , 五 , 六 , I, + 十 二 周 等 の 結 曲 は 生 多 敷 に し 
Ts Hts Vs FEO & OURO ZY OST HB, +H, +0, 十 五 圏 等 の る 
の は 少く , COMO & OIL HEMT 52D sho 

ot 記 

EH CSRRORESS OP SCLSGHR Pill eis UC, mids 
felvm< ¢ 3, —KOF PROBRR TE L156 LUWAKYD, hic Td. 2 
れ を 如何 程 の 長 さ と し て 表 は すべ きか は 常に 起 る 問題 な り 。Parker は この 
Mics, HMRC, HE と WLORS Le SHESKONRD O & 
Velo cals Tat UX BS TR Le 

Dan 


SPSS 
(wa)? +(vb)2 + (we)? 


多く の 場合 に は 簡 軍 な る 補助 の 線 を 引く こと に 依り て , 容易 に この 問題 
PRB LIE 6S » 4, WHO? » Bow SPOS Tle LEC CRMC 
解決 し 得 ら れ さ ざる が MN < LOSE HY o PTO MM S sphenoidal 
symmetry 01 に て は , この 問題 は 常に 起り 来る 。 こ の 場合 次 の 如き 方 法 
に ょ る 時 は , Sh, IEA OTA CE UCL ABR EFI SC OL ARV 
SHI PAC a RB RES B,C» (cite SOLO. 

等 軸 曲 系 に 於 て LZ ュ 1 る 1 Wilt (eg Vg WIE DIRE S —ODsA Tvl t 
すれ は , HHO ble v2 weld る 1 MIDS RF LCOS» Mit 
HEORBROLOIARPOTK SEO » MAR eR ICARIR~ Ti 6S 
る も の な め 。 —MiCr V1 wri) LIAR L SHSM L, BG (we Ve We)t 


fat z= 


1) Parker, Kristallzeichnen. p. 57, 
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PARK t HE SAMOR SKA VW u2+02+w? 及び N 3+03+%w3 な り 
MW UC 21 wy と to Vg We と の 間 に は 上 の 如き 入れ 換 へ の 闘 係 あ る 
Die = 


| 2 +72 2s y¥ yee 2 ~ 
N+ +w? N w2-+02 +02 Te ON 
TR (1 V1 Wi), (2 Vg W.) を 通る 直線 の 方 程 式 は 
» 
X—Uy ys “Wa, (1) 
Uji—U SiC Uy WY We 


CHUB OT, IRB 4 ALOT eCOVW i tnik, その か 
程 式 は 


@), (DEO 
DU=ui—U2, V=vy—vo, WW=wWi — Ws 

な る 開 係 を 得 。 
Be HBL BE UT ikea 21 1] の 長き さかな 園 上 に て 茎 に 定まり , (a 72 Wa) 
DBR ZIE LDS LES, (41 る 1 1〕 の 一 端 より LZ と 2 Ve Wo IKE 
る 線 を 引き , 他 の 端 よ り じ 2 ューZ2> 2 ュー の 22, Wy — Wy 5 | (F (SO) BE RAIS 
KOCH RIRSNS(%2 v2 W2IOR SIRES So 

TEA WARIS TIE, FEOM 6 SI OROR Slt uP +024+c2w? と な 
BMAX, KOMBO AVRIL 1, V1 の 順序 の 入れ 換 り た る も の に つき て 
の み 適 用 し 得る こと ゝ な る 。 但し 此 の 場合 に も , 41 71 wW1 SOR BEDBE 
化 は この 方 法 の 適用 に 影響 な き 事 は 鼻 軸 卓 系 の 場合 と 同様 な 9。 
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ABWAWBOWS SASH 
ges 河 野 義 殿 
i 

BAM EOMBMSEO WABI Ih, EL し て 第 三 紀 及び 基 後 の 火山 活動 
の 主 産物 た る 所 調 火 山 岩 質 北 旅 岩 居 と , CMO 或 は 貫き 又は 居間 に 笑 
入 せ る 火山 岩 塊 より 成 れ り 。 こ れ ね 等 火山 噴出 物 に 就き て は , & BEE | 
ao rie 
ん と する 太白 山 岩石 の BH BOE SLABS UT, 分 析 に 使用 せる 
岩石 は 家 津 教授 より 恵 異 せら れ た る も の な り 。 

{Sih DG HHI 5 HC BEC OWE & 0 AAROMTE % te 98H 
FD MWACHUGK 200K) AAI LBS CF OMAD LAH) 200 米 以 上 は 火 
WHOA SOMOS BACAR 2 BS SEB eT OM し 。 本 岩 質 に 
き て は 従来 立 武 岩 質 火 山岸 & し て の る み 取 扱 は れ , 未だ 精査 な き を 以 て 余 は 
ELELOHLO FILER EBe EA 0. FEARS EUS 
に 報告 せん と す 。 APE ELT AICS O MBL O Te BR BRE IC ES 

意 を 表す 。 


Lil 


FQ AR SD Ze US 28 fat SE 
ANARO9 (= (tee OBES し て , 斑 上 曲 は 認め られ すず 。, 立 武 岩 的 外観 を 旦 
Ly $8 FICHE AH IC UT intergranular texture RYO. RKB) 
Heh: LCREEROMD CIRO AE, RIE oT EO. 石 基 は 
BEB, RELA, RADE OL OR ee Fed 7) A bY 
ル 石 より なれ り 。 
mae PEG 408mm, £4 0.2~0.3 mm の 自 形 を 晃 し , ida gab 
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に は 厚 さ 約 0.01 mm zs APRA OSES RIS BUHL EO. Nabi 
PETE Kk O MEY 6 BMAIL 1 $1076, ng = 1584 に し て Amos (oak 
LEB Oo MHEG SWS KD, 屈折 卒 の 測定 困難 な れ ど も , 
内 部 結晶 鐘 と は 光 幅 位 を 著しく 異 に せり 。 ARTI BILE OMNI NE 
せる も の な る べ だく, そら さく 右 基 長 石 と 同一 成分 の も の な る ベ べ じ 6 

seep A 8 個 の 蘭 片 の 中 1 個 に は 全く 存在 せ ず す , 他 の 2 個 に は 約 1mm 
の 結晶 各々 1 個 を 見 出せ る が , 雨 結晶 と も GABE © 微粒 に 依 0 
園 続 せ ら る 。 多 色 性 を 示 し, == 淡 線 色 な り 。 

磁 織 確 斑 品 と し て 存在 せる は 極め て 少量 な れ ど る も 最大 0.8mm に 達 す 
る も の あり 0 の 。 

me REG Pike te L, AY 01~02 mm な り 。 被覆 硝子 を 徐 け る 
WE EIN, BEGAN AK OME BMPARIE ny =1.563, na=1.571 に し 
で Ang cae Lg SPOR SF Ke 6 
WES WOIRALICIAAR 22 し , 最大 0-15 mm に 達せ 0。 C/AZ/ = 43° S45" 
UT RBA 7S 0 0 TRUEST AMC, ABIL IE FeO に 富める CaO の 少 き 種類 
Bt 6 

RMD BOIKLIE DOSE 22 L, KS 001~0.03 mm の も DE Le 

クリ スト パー ムル 石 VEE ORST OMIA Jet UT EY 2 BEE 
RIE (DEI SUT, ANOKA S ¢ BHBRY 2 BGP CHSC, SRL AKO EE 
られ , ABS AR SCR EEARIROD AE et Og IRE ARTIEY AAI UC, MO 
折 極 め て 弱く , MARAE I nk OME し 。 RIO BYR IRATE 
依り 測定 せら れ た る が ,n=1.485 を 示 し , 吉木 陣 士 は 人 工 エ クリ スト バール 
石 と の 比較 に 依り 本 磯 物 タ クリ スト バー ル 石 な め と 決定 せめ 。 


1) HARA, ACHE, BSS ARAL YE, p. 25. 昭和 7 年 
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AOD AP dt EetO WT ARLE 7) Ab OS — 1 ROM, 長 80.2~0.3 
mm (ET BREA AZO REMROR S HBB 0 9 ASHE O AA MIE A 
だ 決定 し 能 は ざれ ども, 結晶 の 伸長 の 方 向 に 敵 Lid MG 2 ATIC Parting (Be 
開 う を 有する を 普通 と せり 。 無色 に し て 複 屈折 は 極め て 朋 Lo HII eK 
BRIE F 227 SW ES CHECK OO て 測定 せる に n=1.486 を 得 , 前 記 吉 
木 博 士 の 測定 せる 間 培 駄 ク リス トバ ー ァ 石 と 殆 ん ど 同 一 値 な る を 知れ り 本 
錠 物 は その 屈折 牽 ク リス トバ ー ル 石 に 近似 せる の みな ら ず その 他 の 性質 も 
( 長 杜 短 の 唱 癖 を 有する 以外 ) 上 記 間 幸 ク リス トバ ー 和 石 に 極め て 類似 せめ 
本 確 物 は 未だ クリ スト 
バー ル 太 な り と は 確定 
し 得 ざ れ ど も , GUM 
め り とせ ば 本 岩石 基 中 に 
LEDER TD 2 種 
の 2 クリ スト バー ル 右 の 
大 存 せる こと ・ ヽ ゝ なり, 
HU A SAL RAS 
く , LREIKAIE © 7 
YAbN—VTAOBAE 
中 に 存在 せる も 稀 な る 
例 と 云 ふ べく , 何れ も 


第 一 男 


KAWAI SAt SBR VARA HMA 
DE LAK DS 6 OD COpen nicol 250) 


as Core 滅 ク リス トペ バー を 石 
な り 。 後述 する 如く 本 = ; 


0) Wik Ey IER Ze AT BH EU K, ALBIMAACHE TT SiO2 の 比較 的 多量 な る 
it, FAZER OZ He IL TFIERY ST DISS Lo 
‘82 ww 性 質 
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{ELD HTC BAY SARIS, ABI WPM Ze 4H mM ASC 探 集 せる 
の に し て , ECB S も の と 同一 の も の な り 今 本 岩 の 1b Bwesr t, Daly” 
OIE B22 VO EL BM RO Vila OF Yt Mat t SHC S &Old 
B—-ROM Lo 


第 = Ed 
| | Daly's Dal s ie 2) 
| apron Bees of Le of el 
| as |e) lh 33 198 Quartz 
| aug.-andesites| basalts ek 
| SiO, | 55:28 57.50 49-06 56-08 
| eae 17-60 17°33 15-70 18-12 
| FegO3 | 4-06 3-78 5-38 2.46 
FeO | 4-84 3-62 6:37 6.97 
| MgO | © 2.80 2.86 6-17 3:13 
} CaO 8-31 5-83 8.95 7-14 
Nas0 3.47 3.53 S11 2.02 
|. K,O 0.30 2:36 1-52 1.50 
|. -H20+ 1-24 1-88 1-62) 73) © OS 
|. H20- eAST an Me eyrscecetae uk ese BE i" ae condo 
RO 0.89 0.79 1.36 L31 
| P20 5 0-13 0-30 Oe. Gi oll * costae 
/ MnO 0.16 ()-22 0-31 0-34 
+ | <> 4 
Total 100-56 100-00 100-00 99.22 


第 


一 表 の 如く , 本 岩石 の 成分 を 水 均 細 石 安山岩 の 成分 と 比較 する に , KE 
に 於 て は に 類似 すれ ども , KeO HTH S, ZICKL (FeO+Fe203), 
CaO に 於 て 多く , 此 等 の 講和 昧 は 多少 玄武 岩 に 近似 の 傾向 を 示せ 0 り 。 然 れ ど 
も 之 を 和 球 均 玄武 岩 の 成 分 に 比較 する に SiO。 (LHS THI 6%, Al20s に 於 て 約 
2% <, MgO (xpd C#I3-5%, (FeO+ FeO 3) (298 TC 2.5% 少く , 此 等 の 諸 
性 質 は 玄武 岸 と は 著しく 異な る も の な り 。 BSA IEE BY I EEE 
安山岩 と 玄武 岩 と の 中 間 性 質 (を 有 し , 大 削 に 於 て BG ZL CIES PEE Ze 


1) R. A. Daly, Igneous Rocks and the Depth of the Earth p. 16~17, 1933, 
2) S. Kozu, Journal of Geology Vol, 19, p. 564, 1911. 
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有する も の と 言 ふ を 得 べ し 。 夏 に 詳 言 すれ は 通常 の BEB ZF CIEL, 
CaO OF LS BAR: ABEL Na20 Io} LU K.O OMB UL 少量 な る こ bake 
MgO に 比 L FeO OF its 2 Milt AEB OIUEMINPMERs b . Washington は 
物 200 1D #35 ONESIES ety ONLI BLY 


AO) MgO と KO 37 び FeO t Na,O 2 ie = sympathetic PAK iz 


BEL SB EE 7% Hail L, Shind & 7S ASA Ib) Ze “a CIAL EIS BEL, 興味 あめ 上 且 
CBRE SHS O LBD EOS LOM < AKABUABOLA RE 
<® Washington ()jt-<f: 4 BFL 78 < HG L, FEO 2 NaO 及び MgO 2 
K,0 の 基 は 互 に sympathetic の 開 係 に あり て , FeO, Na,O は 共に 比較 的 多 
量 な る に 反し, MgO, K20 は 共に 比較 的 少量 な り 。 即ち 本 岩石 の 場合 に あ 
6 で は mo DUIS IAF LK KAO 
ASFA (Ue tee FB SC BAY (= EE aces 7 
PR 5 ORO NOBLE Yo HMOLRHREO BD 
本 岩 に 類似 せる は 泊め 想像 せら る ・ ヽ 所 に し て , 雨 岩 は 肉眼 的 並び に Sk 
鏡 的 構造 に 於 て 互 に 類似 し 石英 斑 品 を 有 せ ざる も の は 石 基 中 に 多 基 の クリ 
Ab — WA OFEPRMD 2 RAVE O o 
BREAD BRD 
KN OIE PTFE DOUG? id, tin OW 7S STD L, を そ 
O FABIA FE (UO BILE & OD THEME ZS Se D, Ze BBE 分 析 せ 
DI~DN 6S, FEOTED TERME 7S BE My ith Sk 困難 な 9 り 。 然 る に 本 太 
HWA HO TIE, WOM ¢, SATA HM It 1 ARIK PR he, し か も 
Atk (= Oui tt Ly LL 有色 磯 物 成分 信 Fi OD ts CID D BILGE 72 を 全く 


1) H. S, Washington, Proc. Nat. Acad, Sci., 574, 1910. 
2) S. J. Shand, Eruptive Rocks, 107, 1927. 
3) S, Kozu, Journal of Geology Vol. 19, p. 561~565, 1911. 
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駅 げ る 完 卓 質 の た め , HAO IL Bua & O, WG SOR O 1k Bitar 7% HEE 
し 得る な め 。 Mb 7 ve LER We ILIA EGS O a ee RIL T & 
DEFRA RIBS Lo MILER E ORIG S 7 ov BAIR 


CaSiOg -++-eeer es Bel i 
MO ++ +++ +++ 7.00 : 
FeSiOg esses eee 4.32 
UC, ZRII OAR ICA Thus 
SO 53.75 ISO on clox 18.65 
Mix Ae bee 15-75 CaO...---- TEAS) 


OOM < KAS 

ead 7 2B Oar Dep, MgO [LAME LI) 9-0) HK ATE GD > Fs 
それ 全く な く , CORMILATE BAGH A HBS THEE BEDOK FeO は 分 
HABER? VAR EIS THRO Zt E O BIC BT ee 
向 あ り , ROBE IST & EM ONE & OZ RI BS Ly CaO は 
ノル ム 計 人 算 上 Al,Os, alkalies 420) tr (PAK UL, BRA PITA SNS ERERS 
fai 2A SIE AHE b, ERE OMD b7 ルム 長石 の 成分 と の 比較 に 
KO) ABODE IITA, 7 2 ABR) CaO LAMA OTA E O 
IGS A. EWE RIO 
| ABIL OWS 22, AFR ESB 75 PE OB, RIL, 和田 木 等 の 成分 と 
比較 する に , MgO は 路 相 等 し けれ と ども, FeO ke US SEI UT, CaO ee 
BUS WHE Oo 上述 の 如く , ABOWS ILM TIE 2 AERO FeO [4 
在 成分 より む LAME, CaO は む LAB L HBG Ss CB OT, AS 
BETS EE AO WSF LNG L, FeO の 著 LS BHIC UT, CaO OLS HRA 
SILNKA 6H LSS Lo Mb API FOO 4 ¢, CAD HS & 
FA HAO 成分 に 近似 し , PGR LSA LOU LACE * > BG CR 


NAO ne RE oe NOE = 
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oe 
3 
4 


HOT REISBOS Lo 
SHS#BLCOKR 

AAI & 9 #9 5 EPIC 25S ASE 9} SSIES IE EMA & UT Zee 
質 女 武 岩 傘 達せ 本 岩 の 岩 右 性 質 に つき て は , 既に 1929 年 神津 教授 の 指導 
の 下 に , RABEL (1K 9 詳細 に 研究 せら れ た 0 り 。 SRAW AA LO 性質 を 
比較 すべ く , 雨 者 の 磯 物 成 分 を 第 二 表 に 問 比 せめ 。 
— BOROM <, Hae Ow LS HEIL, 三 瀧 岩石 の 族長 石 の 巨 班 品 の 多量 及 
OF REE A, WBE A OBA eR A SILL, ADU AIS ARRAY CIE 
MeO) SER Fe < WY, BEF LIS TED CDE BO DBE BRS BSB S, 
Ay Rp LIGA ES ZIRT ABE O. HAM ab LHHA CMBR 
な る 構造 を 有 し, 構成 左 物 も 殆 ん ど 同 一 に し て , その 結 卓 度 に 於 て 本 岩 は 三 
瀧 の も の ょ り 僅 か に 進め る が 如 し 。 

RAMBO 1b Byte BHR BCE G 第 三 表 の 如く , その ewer 
lt MgO 及び (FeO 填 Fe2O。 ) HES, その 他 の MAA < HE O, HAA OM 
(ie FE ORWE e b BEL LIES o Rab ba eMC OME, 
SiOz, Al,Os 及び CaO LAS CHIL US MEO THEY 4 © LR Lis 5 
Bo SiOz, AlzO3, CaO は 即ち 放 長 石 の KIM L, Mat Skat OF 

It & UTREDEEROZHI ESED MS Z~5So 

三 瀧 岩石 の SiO2, Al.Os, CaO It ft. 4 ANWAR SHeKRE A Bias 
成分 の 中 間 値 な れ ば , AGUA, SHIRE 2% db 6 TEMIBES SE (LST 
岩 夏 成分 の 近似 値 を 得 ら る べき は 想像 せら る ・ ゝ 所 な り 然 れ ど も 有色 確 折 成 
分 な る MgO 及び (FeO 填 Fez20s) は 雨 岩 中 に 申 等 量 に UT, =HERR ARC 
は 殆 ん ど 存 在 せ ず , 従 つ て 大 白山 岩石 と 三浦 族長 石 の 雨 者 の 混合 に 依り 0, 


1) 根本 叫 害 , 本 誌 , 第 3 ABH 6 HESS 4 ABS 1.2 ait 昭和 5 年 
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第 = 表 
大 白 山 = Hie 


fem 


0208 mm 最大 08mm o/h | cg aM DF 
AETEBAR te b Sh EPRI A Cae 
oy ROR Cn ee Het V 44~46vol % (CHES 6 BE TFFE & Y 


fo’ =1576 
te WA | 4 = 1.584 “ne 


自 形 5 mm 最大 2~3 cm の 大 品 


a’ =1.576~1- 577 on 
may = 1.582~1.588 cleavage 
Anos ~ Ang; 


Mei ae 、 に 08mm の Ee 科 

し オビ spe 結 品 2 個 を 見 せる の み 2 J ea Pe ir 

SR ARIAT a ag. a REE #5 2 BURL IC vv al FAY P08 3~1-706 
る 


U-5~1lmm 最大 5 mm 
2~8 vol Yo TE HE y 


(MgSiO 3 )73~75 
(FeSiO: 3): rere 


mn 


普通 灯 石 全く 存在 せ ず 


(203 mm 最大 lem, 0-2~0.5 mm | 


最大 2mm 
a! = 1-694 
屈折 a(t a =1-716 
{ (CaMgSi 206 )72 
(CaFeSigO¢ ) ss 


i, GR Wild C Date HES Y 


極め て 少量 存在 を せり 


0 ユ ~0:2 mm OAAFATKRU 


* REN 
a A =1563 
A mina HG (aval Ang; 


10.05~0.2 mm OAT FARR 
eae = 1-562~1-563 

a = ~ 
AE | =1.567~ 1-568 AP ~07 


= (a ERIIR® tL 
単 斜 輝石 eee Say oe 43°~ 45° 


WEAK SL a FOURIER % te L 
最大 0-15 mm~0-2 mm 


BSBA A EdEXE 
BE OR DE PRK BLS PU FAI & A L 


極め て 少量 存在 せり 
PRR DA 


“~ % 419.203 mm の 長 桂 誠 自 形 の も の 


も 存在 LMA 01.4 


% 0-0 Pest: 03 mm oe OnE y 0-01~0-05 mm D % OME te VY 
fe め て Ey D [el ie 
ay y 2») Lakh 5 HHL Be if し Be) 


Bee n=1-486 


MgO KU (FeO+Fe,03) は 減少 DERE Ale 
不足 すべ MgO, (FeO+¥Fe,O3) (LSA PORRADS, 更に 
Dia ss aE A, SMR A ee CAR 之 を 大 百 山 岩石 に 


MLAB TNSEBRO, He 
少量 存在 せ 
混合 する こと 


KO Ka hOMae 26 Ss NHS 6S. 換言 すれ ば ABUSE 


石 は 三浦 岩石 の PMA PARR SO, BAEK 


あら ざる か の 参 へ に 達し 得 べ し 。 


近 き も の を 代表 せる に 
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第 = Ea 

| 1) 2) 

太白 山 岩石 三 瀧 岩石 SHERE A 
SiO, 55-28 49.71. 43-59 
AlgO3 17-60 21-30 35-11 
Fe。03 4.06 3-30 0-02 
FeO 4.84 5-97 0.94 
MgO 2-80 2-80, 0-17 
CaO 8-31 12-59 19-07 
Na,O 3-47 1.58 1-02 
Ks20 0-30 0-45 0-05 
H2O0t 1-24 1-08 0-43 
H,0- 1-48 0-75 0-16 
TiOg 0-89 OS aee Wy ere ae 
P205 0.13 0:24 人 生計 
MnO 0-16 0-20 | essere 
Total 100-56 100-70 100-56 


VLG EES 2 RIO IEE 2 BRIM ORICA 6 SH 
ば 断言 し 態 は ざれ ども , bach ROW Re EPKALMRAAPHL BAR 
得 べ し 。 

Ma EB IL#) 5 料 の 距離 に あり , EM ALM EBMO WO BIR ORE 
AS AMALE SHE b, [HORM AKC UT, KAI O-K 1 SEARS 
Jett L, HOZWEURO EF Ic (ett 2 IRE CREE BO BRE ORE 
OS UICA Lb > PRE MEOMICMOLIR EA L EE 
の 間 に 成 因 開 係 の 存在 する に あら ざる か , 例 へ ば 宙 津 教授 の 所 論 の 如く , 明 
BCPA O=EBRAOM <¢ ILOURS ILS ROAOKMOREA SE 
む も, 後期 の も OUMKOBIMA MBS 6H EMMY OOM し 。 


1) #EARRASY, op. cit. 

2) FLA EL > op. cit. 

3) mPa On, PA SAE. WER, FE 7 A, p. 378~386, 昭和 2 年 
4) PEA, 地球 , 第 9 4B, p, 247~264, 昭和 3 年 
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EE HH 


BA N-#+¥4 | RYVI1 FORE 
Met 可 ho ah 

KRM, 人 工 カ ター ネギ ィ イト (NazO, Al,Oz, 25102) RUAL 2 F 
4 + HEH (NagO, Al20s, 4 SiO』) の 閣 度 を 測定 せる を 以 て , その 概要 を 報 
告 せ ん 。 

Bp MAE SAO MH tS NE BE AA 
CHER ELBE PHT 1 KO ABU 28 S WRIK 2 L UTIMETS 4 & OIE L 
CHEE, GEA, THEA, KREG, WEA, ER ARG EO AUR & be 
R$, CHHOREEMAICRT AWARE OHA ADSL, BAOLS 
PAR, ELA IE (TBA) PEA IL KOMM し 。 


{te & ot tr # FAR HBERO ras 
SiO, ーー 42.38 é t=) 1588 
Vip gene... n= 1513 
Al,Og 84.58 w = 1-543 
CaO «+ eee ee eee 0.55 MWe (4C IL 4S) 
Ri. Os sa peas 5.38 fi --- +2685, PeRE-- 2.483 
NO 16.12 Hyak ONE HB 
esi ae +++ + 1-20 0-107 x 10° *(20~800°C ) 


合計 ……・100.21 BAO pRBMH. - 1355. 10°C 
カー ネギ イト 及 ジ ャ デイ ト (EBA ICME LH OS ys er 7 WO DER 
HSE LE EB ei LCE Oo LEO RA OL BURAIL EF SRE 
CK AMET IL ORCS HOA MELA RICK 
HEEINIMY a: © HEAES % CSRIRMIM CHD CIES & DO EULESS Lo 今回 測 


atv. tia 
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FESS JRPTAR £ BEI Bowen 
& Greig に より て 次 表 さ れ 
た る 値 ょ を 比較 すれ ば 第 一 


表 に 示す が 如 し 。 第 一 表 に —att. albite 
Fb HN < MA OMG 

AEB oR eR § Ng Bite jad 
Do 2 


MENEOCR ASeulh 
の 粘度 測定 結果 は , 第 二 表 , 
第 三 表 及び 筑 四 表 に 示す 。 
is EM ae TH Ik EE I= AB 
HE DS 2 TRI IL AM 
す 。 第 二 表 は 荷重 と 一 分 間 
OR CORR, 第 三 表 は k 及 kk OM, PURSE KO 

一 園 は 閣 度 と 温度 と の 開 係 を 賠 示 せる 曲線 に し て , 既に 本 誌上 に 掲載 
i NE 

Do [to 5h S DUM ¢ , 1875°CO) BS HAGE O AGE lk 1425°C 及 1400°CO) FEE th 
BRE OGY SRI UCR US Le Zt 1878C DAB O KERMA IK 
WES DWAR SLA ATOM AAW E OFS HELO ¢ 1855+10°C を 
得 た 9。 Fe UC IT DIERME TS % fh 76 O LF (SHG 1375°C LY) F (oT 
BBE SOND OS. MS IIL} DMM <¢ Ht PLLAOOC FO LMMUT 
ASTB*CIGE SS SET 9 TUBE D LIC HS CHICO BAS も の 
に し て , この BRIER 6 6 EMER ED REKSNL VV FA HR 
BOO PARMAR & OM < WA PAT LRA ERIE BARAT 
A VFO SF YT 1+ RBRADTALL ARS 4 oA OARS 


nepheline from Korea 


art. carnegieite ¥ 
1300 1400 1500 
Temperature in °C 
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BE & ODI S 2 Ci RECA BAS eR ORBITS BB 
ne ey THER UTR ST NRL ZH EME Ot Be 
(CHS B EEPRO OBE ILS UC HHA SBHLHS PROS. AAR 

(PEAY RRB IL 4 A EO CB BRERA, 
KEATON S B47 U6 PEP SAVE & MA ORE MAO BAR BDO A % B, 
(HERS UL SE UCHMBLIE A ジャ ディ イト の それ と 等 し き を 見 る べし 

RAM ORMEMME FG, 7-744 b ROVF1 OREM ER 
DUS EVE 27 = し 検 鏡 せ る 結果 は 次 の 如 Lo BAOBES IEDR 
は 未 角 板 短 の 帳 石 と 少量 の 小結 曲 の 集合 よ の りな る カー ネギ イト と を 認 
べし 。 相 し て 霞 石 は 耐火 物 の 粉末 等 を 核 と し て 成長 せる も の は 良 上 晶 な め 。 

Tetitht 5 BAO MPS z=1.534, w=1.538 に UTA ORME & 0 2 
し く 低 く , NagO, Al20s, 2SiO。 KAM AT DHE A 4 O » BPS 
€=1.533) 0=1-537 に 近似 す 。 カー ネギ イィ ト の 場合 に は AMA HOLE 
GHEE Og ジャ ディ イト 下 堪 は 結 曲 LAE < 1200°C, 1250°C 及 1300°C (BRE 
間 加 熱 す る も 結 唱 を 認 む る こと を 得 ざ めき 。 

摘 筆 する に 滞り 終始 御 懇 息 な る PUTS L UMERE 2 WIL O, 原稿 の UBB 
mee EE 5 A TEE AE (LBD k O RBIS, 


第 ー 表 
j Kani Bowen1) eee one 
bid Glass 1-511 1 OP eee rere 
pe ese Ng Crystal £2) 10090001] 1-509 
ei ‘3 1.513 土 0:001| «.--.. 1.514 
Jadeite | Glass AOS es Slee tee i Alle Pere: 


1) Am, Jour, Sci., 33, 1912, p, 551. 
2) Am, Jour, Sci., 10, 1925, p. 204. 


ee I 
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9}1q1e 
ay 


eee OV ayrapel 
seas | telela\ereter Gg “1VY 


1V 


OL 

GEL vO-EL 00°ST 8 aylaisaulvo 
9 
g 


oe re sores | ee | Oreeve 98'S CE ee peoeee er eres 08 
. . on Cr |e Laka te Co soot 89'6 ee ee ova ers ree CE GS voIOy 
eee beeen | 68'T 0G:2 16:01 eer ene esseeee ee teee 03 wo 
ess ess eee ances Am, Henrie eG) 08:8 ee eee seeses OL auljaydeny 
wees oeseer CE eT aa ot || ue eine ses: ee 00°S oh see 
ee TE Sani Was ze wane coeree se PET ese 


DMESL | DELET | IOCET CgET | DOSE DELEL | DOOPT | D-E6PT | DOLET | D.06ST | D.0EET cei) 
AEG 2S PES yes yes yes wS yes yes yes yes Ul proy 


Eg = # 


Be AT wy BOK 
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本 144086) F 
第 = 表 。 
Nepheline A ieite Art. jadeite Art. albite 
Temp. from Korea eo eee a | 
sees - i ces 
in°C k w k kK’ k k/ k k/ 
Feo0 al dow. 1 ee 0-43 3 | oe, i rie 
OOM AG cece te 0-47 e700 | weses |) Sedecoe 011 eee eee 
Te 0.54 GG | bees || eee Sol tee 
1425 1-63 Q14 | veeeee | tseeee 9-05 2-94 18-69 2-14 
1400 2:34 ZA4Q | ceeere | creer 12-76 2-87 26-10 3-58 
1375 9-17 BOT | ceceee | eee 17-92 3-47 37-15 3-70 
Vest Wl Baadca, Jf edn. eelMpocemces || sScoGes 22.88 3-96 51-28 3-97 
TOO CN” candhan He iseeeee tl eats BIN Meee ee 34.48 3.86 74-63 4.29 
PSO ally cskeoc AY) aeeee 48.66 3-9L | 103-09 4.33 
MOT ROMO Me me oe WY | core Mall Om tear 74.07 4.23 っ asec 
is{0m|| “cocsog vip mereaeomee Resoss. | asunder 109.28 4:30) |) RR 
第 us 表 
Temp eae | Art. carnegieite Art. jadeite Art. albite 
in°C , / , 7 7 , 7 
logy’ | 4 log 4 nf jlogn’ | 4 log y n 
(ee 9.8873 FT NAA. iM) einsnee | “an. gee 
UGB |, Seasss | ecncos 2.9448 880-65 | «----- Enrica ED 
TUSK NE cedeae = ifr GearAc 383-0192 | 1045-20 | ---.-- Errore に |) ooo des 
1425 | 3-6482 | 4448.30) ...--. |  --:.-- 4.6397  43622.00 5.0572; 114080-00 
1400 | 3-8615 | 7269-50) ....-- | ーー 4.8372 68739-00 5-2493) 177540.00 
1375 | 46471 | AASTOA) escc ae Ne eee 5.0329 107870-00) 5-4525) 283470-00 
1350 | «++: seseee CO 5-1737, 149180-00| 5.6381| 434620-00 
1325 | ------ |p See erat maces 5-4098 256920-00) 5.8539| 714340-00 
1300 | .----- | | |] Seance 5-6078, 405330-00) 6-0400, 1096500-00 
7s WW apenas | <9, a P  wconbe 5-8496) 707300:00 c= 20 eee 
LOS OM eee: )) sank sees caeeee 6-0699) 1174700-00| | 


# 191 抄 of #8 47037) 
Cee 3) 
oe 4161, SAMeeRICRRe C Draper, 
= Sa BEB: 
+ AER HEE spinel series の end 
Bis Rtgs 3 


4159, HFRUSAAAURORAE 
Neumann, K. 

60°~115°C fic HT, torsion balance 
recoil method (c{K ) CY FOF Vo 
RH bE Se うた つき て は , logPmm= 一 
5267/T+-11-866, BEA mEBECSs うに つき て 
は log Pmm = — 5082/T+11-364 t 3 BER 
式 を 得 た り 。 之 より triple point Sy -S; -- 
Svap BEES Ald, T =368.5°, t= 95.3°C, 
直接 測定 の 値 は 95.4~95.6°C に し て , tt 
DBEIC PSG 3 HHA MEL875 x 10 * mm な 
Yo RBMOBRY (La D4 024.080+70 
cal, B の も の 23-240+70 cal , RHE CBEST 
BIKE U5 5=8404100 cal, BS KAO 
%D WMPR(L 2480 cal/mol=9-7 cal/ 
gm we V, (Zeits, phys. Chem. 171 A, 
416~420, 1954) (yikes) 

4160, 石英 の 任意 の 方 向 に 於 ける rota- 
tory dispersion Miinster, G., Szi- 
vessy, G. 

Wk hs D Heil AEF BUF HEL te SHG THY IK 
つい て , WiC O vc @ gyration 
tensor components を 測定 +, gyration 
surface jc 3} Z asymptote cone @verticai 
angle 28 に つい て は DRO FET SS 
と を 見 出せ そり 。 赤 に その normal 2<3% ih 
と 角 B を な す が 如 く 作 れる 石英 板 は 平行 
HICH LC HEE te & Hida & ERIC 
{9 (Phys, Zeits. 36, 101~106, 1935) 


i 


member に し て , Vesuvius, Stromboli 
Etna. Mont Dore 火山 に 産 す 。 Devil'e 氏 
は amorphous MgO と FeoO3 OBE 
% tevin (CCH PB IU & (EA LD CHA 
磁 鐵 春の 小結 品 と Periclase と を 得 た り , 
然 れ どる も 筆者 の 研究 に 信 れ ば Deville の 
MILES eS LOI IEF UT, AIL 
JAIC#S GF S HCl gas & fijeh te Z HERBIC 
依り て 成 生 する に FEF し て , IER IK BME 
TER it HCl te SHR As FeoOs 及 MgO の 
BOAR ZEB LBC MUA CE 
SHBPAICLUCECEVERMTS 
REM ILBB LEV MH UCHIRD IRA 
は 高温 現象 に し て Feg03+6HCl=2 Fe 
Clg+3H2O な る JQHEX HL, HERE 3 
FeClg & steam は 817° 以上 た て は 美 に 
vapor に し て MgO 示 存 する 時 は 本 太 を 
Ae, 2FeCIs 二 3 H2g0+MgO= MgO 
Fe .03+6HC12 te Y HEME AUUT IS ERES 9 
closed system に 於 て は FeCl3 2 steam と 
が MgO の 多量 と 作用 し 得る 温度 は 約 
800°C に じじ で とれ 以 下 の 潟 度 だ で は MgO 
存する も 赤 鐵 列 を 生ずる 如く 作用 す 。 又 
Anhydrous FeClg vapor は 22.54% t steam 
の 存在 せ ざ る 場合 に は MgO-Fen03 & 
MgClo を 作る に MgO と 作用 する 温度 は 
500°C fk * Se, (Amer. J. Sci. 30. 
L06~115, 1935) CHAAD 

4162. AlzOsSiOz BMOLERU ta 
頃 造 に 及 ほ ず 焼 成 の 影響 AiN420325R 


抄 48038) 抄 


4163, RAR RSME 
[spre Jaton ahh 1x 

包 頭 の 北方 150 #F ASS © GORE 
KK OSTAMREM et せら れ た り 。 詩 
岩 脈 は BTML KIC LC REE BL 
BVT & Bet SO. KANE Bw 
$5 F BE PICS iE IC RAE Be BO, 
ROM te bX S 2 HME > wokh & 
FEO, この 2 AMY 2S HARE BAT 
SO ri, Mic Beiyinite 及び Obo- 
rite と 呼 記事 と せり 。 Beiyinite (+ 3 if iF 
mic Uc No=1-7169, Ne=1-7910, Ne— 
No=0-0741 を 示 L, 正方 品 形 に 属し , 11= 
45 tr Uo HR IC L Cilia ic 多 色 性 を 
示 し , Jk Wi 4-829, bastnaesite(Ce, La, Di, 
FO-COyg OME に 類似 を り 。 Oborite は 
No=1-7948, Ne =1.8500, Ne—No = 
0-0552 に し て 示方 品 形 な る も の 如く , 
上 比重 及び 硬 さ は Beiyinite に 等 し 。 微 粒 
を methylene iodide 中 に 浸 を せる に 青色 を 
時 せり 。 BAOANT br hOB 
La, Ce, Y, 及び Er の 4 PUR OA 
知れ り 。 4 元素 の 中 La は 最も 多量 な り 。 
Beiyinite 及び Oborite 4 #A ‘Eth 0.96 
2 だ け 存 在 せ で り 。 (Bull, Geol. China, 14, 
279~282, 1935) (河野 〕 

4164, BAER Mauntain, E. 
D. 

(1) Bismoclite. 南 阿 Cape 州 Nama- 
qualand の ペ ゲ マタ イト BEPC HR 75 
FLA 4.0 Sh Pity & ED . 硬度 2.5, 比 
H 7:26 (27°C), LABORA Big 
Og 88-49%, Fe2Og 0-12%, PbO tr., Cl 
13.00, H20°” 0-45, H,O” 0-42 AYER 


5k ua 192 


分 0-77, total 103-25 た Uc, BiOCl な る 
PLERD LAT, 更に 逐 を 人 工 的 に 谷 
成 を る BiOCl 2 PPAR IC (KV CX PANTIC 
比較 する に 良 ぐ 一 致 せ oe MI COs 
成分 に た 基き て 之 を Bismoclite と 命名 を り 。 

(2) Boksputite. fig fig Cape }\jCordonia 
の Boksput PAY; (A % te S HRD EMIS L 
TOD FRMRE RFRA PE VE 
GND DR) US HERE LTC EO CFESA DR 
物 を 産 す 。 硬度 3.5, 比重 729 (28°C), 
{ELA ATO 結果 は PbO 67-22%, BisO3 
22-92, CO。 6-96, C10.99, H207 0.73, 
HH20 0.19, RAMEY) 0.34, total 99,35 
に し て , 6 PbO-BinO3:3 COg te 3 LSE 
成分 を 有 す 。 MKC owe cHe tS 
を Boksputite と 命名 せり 。 (Min. Mag. 
24, 59~64, 1935) (KB) 

W165 PV—voy FEE 
Foshag, W. F. 

Coeyarhte janes ED ASHE & jit 
し て 命名 せる も の な り 。NaSrgAlsFis な 
BERD を 有する MAR, 無色 妃 
E48 IK EWU Fe SER IC LC, AB 
a:b:c=1.46:1:2.58, B=69°20" t Whe 
硬度 3~4, 比重 3.93, — PER IC し て , 光 
軸 角 は = 2V=78°10/~80°0, RaRaE は 
«=1.427, B=1.432~1.433, y=1.435, な 
り 。 Greenland の 西南 , Ivigtut ox WA 
探 石 場 に 産 す 。 

(2) Metalarlite 灰色 の 硬度 4~4.5, 
SE 3.780~3-781 te Z WRIK LC, AE 
$5.14 H2O 0.08%, H.O* 2.14, F 
45.50, Li 0.04, Na 3.54, Mg 1.38, Ca 3.20 
Sr 28.70, Ba225, Al12.49, Fe 0.31, 


ee 


—— 


ee 
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Total 99.63 % 0, KAPEa —HPEIE Oe 
hf 2Vit 90°? に 近 し 。) な る さく , BH 
は っ n=1.432 20, WET ER RU 
AAI FRU CHEF 9 Lik Jarlite と 


OER HER 比重 に KE Cl | 


ME So 

(3) Igalikite Greenland »/ptjjq, Iga- 
liko の 産地 名 に 基き て 命名 され た り 。 
NaKAl4Si』Ois te 3 LSM LAT SH 
褐色 , 紅 色 乃 至 灰 色 味 を HOES TIC 
LC, WEE 5.5, 比重 2.559, RHPA 1.540 
ZV, BRAAZARKBALE LS NT 
774 BAA ROR 少量 の 
AE EER ET BER 112 OS ASE IK FRO 
TET o 

(4) Naujakasite Naujakasik の 産地 名 
に 基き て 命名 され た りり 。 HeO03 Nag, 
Fe) 0.2A1,03°8 SiOo te 3 HER EA 
する 銀 白 色 の RM UC, HAM AKB 
F Storr ox, tA a:b:c=1.887 
£1:2.44, FALE F AEB (ta, =15.06 A, 
bo=7:98A, co=19.5 A な り 。 KallhPE te B 
も ゃ その 光 軸 角 は 90° ic 5e (RPA B= 
1.537 な り 。 Greenland の 西南 の 上 秀 の 
ek UREA AICHU CET 6 
(Am, Min, 20, 137~138, 1935) CAA) 
4166, “IL ILO 
G. M. 

Maine の Topsham より 新 に 産 し た る 
へ ヘル デル Cake(OH, FDPO4 を 寝 園 測 
角 器 に 依り て 測 角 し た る GR ROME 
ERB LED © OD MIC ENKI RE 
Fo MS LX 2104), BPAIHRVy 
(121) @ te FE B HG Hh RU'CLOO) & AGHA TE 


Yatsevitch, 


| 
| 


及び 接合 面 と する MIND Vo WAS a: 
b:c=0.6307 : 1: 1.2822, B=90°6 je Uc 
Penfield OR Othe Ste o> OKs 
す 。 HAAN LIER MM Lo 

X Ste HE = 1.591 

VG) =1-611 70.003 

2 BE DED = 1.619 

OIE Shs 

Z:C i} = 3-5° 
(Am, Min, 20, 426~437, 1935) (KR) 
4167) 2OB—H BAICHOS 
translational flow Bausch, K. 

9) Hi — He ih & COOL) 5 i I< BRE し 

て で て, (110) RUC 1005 mflow plane BEE VG 
fab © {bl< % crystallographic flow direc- 

を 得 た り 。 上 央 れ に 依っ つて , flow, flow 
velocity 及び thrust MOR eat tk 
模型 を 作れ リ 。 CZeits, Phys, 93, 479~ 
506, 1935) (渡邊 新 〕 
4168, 六方 品 系 に 結晶 する 5 THORF 
fi 2t Llewelyn Puckup, E, A, O., Ro- 
berts, I, O. 

六方 品 系 に 結 品 する Zo, Mg, Ru, Os, 

Be の 5 元素 に つき て Cu, Ni, Co, Fe, Cr 


tion 


| FRMOW EH L UBT 2X HOKE MS 


CHI ACTOL & Hie 0 DO RIIC HS B ae 
GRE FAA LC HRB te SRE ee 
Y oHN 518°C AIF SMBS MFO bn し 。 


| 純度 | る a c p p 
patie. /£0-0005 -+-0-0005] calc, | exp. 
Zn | 99-9 2.6591A 1.85608) 7-135] 7.139 
Mg| 99-9, 3-2020 | 1-6240 | 1-737] 1-739 
Ru 99-92-6987 | 1-5833 [12.45 |12-2 
Os | 99:8 2.7304 |1-5785 [22-61 [22-48 
Be | 99-82-2812 | 1-5685 | 1-845] 1-84 
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4169, y-Fe2O3 及 y-Al20s ORE 
jz‘ Verwey, E. J. W. 

y-Feo03 & y-AlnOg の 結 品 構造 た 開 
し て は ERE 多 の 研究 が 行 は れ , KK 
Spinel 型 の 材 造 を と る も の と 推定 きれ た 
WE RCREMEE NID atte Vs. 筆者 
(LAR HG A HERE & SF hh is HK Spinel 型 の 結 品 
HIER LAT SLOLi_L32DO 4ay 
は 全く SpineltPic A 6 & ARON 
な LU Spinel jc ftit 4 24(8 十 16 う の メタ ル 
イィ イオ ォ ン の 位置 に は 21 す の RAMA YB 


統計 的 配置 を な し 2s ABR EL | 


され る も の と 設け る 即ち y-FeoOs wit 
Al20s に て は その 洗 位 格子 中 に 10= ay 
子 を 含む も の と な せり 。(Z. Krist. 91- 
65~69, 1935) 〔 高 根 〕 
4170; 
を matrixalgebraic に 導く こと 
= 38 Seitz, F, 

4h --3p(Zeits. Krist: 88, 433) |< ikea 
る 手順 に 従 ひ , matrix 計算 に より, crys- 
tallographic translation-groups を 導 ン け Vj 。 
ft BSRU PCR CS, この 方 法 に 従 ひ , 
space-groups 問題 を 論 ず べ し 。 (Zeits. 
Krist. 99, 289~313 1935) Cyk EWP 
4171, AlPOs O#eaaSE 
KSEE 


Crystallographic groups 


Huttenloc- 


2D % OOH: CBA LU-c Machatschki 
ORL LICK S StradamnNHr By c 
ARH HA BSAIASO4 & 3EICSISIO 4(Quartz) 
& le He S o> GIES UV, AHH 
AlPO4 (4M HoOMo ¢ SiSi0g r 同形 
TECLEBEROG BED Lk UY 
ae LE Vo 本 結晶 の 作製 法 た に 二 方 ちり リー 


は 浴 液 ょ より, 他 は 燈 体 ょ り 作る る ゃ の に し 
て , KR KU EB SB % Olt low-Quartz 
と 同様 の 外見 を 有 し , HED” =2560 
sp =1.530, w p=1.524 MER ( HERA Lp 
測 角 の 結果 は 大 係 (1011 う /1010 う 会 2319057 
と な り ,c/a=2.2346 LTV), FROG を 2 
倍 す べき を 示せ りみ Fe 及 Cu 線 を 用 ひ て 
粉 来 法 に より て Quartz の それ と 比較 し 
Chi} LH IK C0001 UC1010) m eee 
MALE V, LOIS tir 
BK, AIC SH MPEOTPEF SEBMBOEVS 
XO FNBIE an =4.93A, co =2%5.47 
A に し て c/a。 =2.22 =2x X11 な り 。 

潮位 格子 中 の 分 子 は 3x(AIPO4/2) に し 


cAITS 2 PT? とぶ 統計 的 に 分 布 そ る を 
REVS 水晶 及び AlAsO4 と 比較 し て 示 
せ ば 素 別 の 如 Lo AME A MIC k UFR 


| ay | Co Cy /ao | Shae 

水 & |4908) 5.392| 1.10] 2.65 
AlPO4, |4.93 2x5.47 2x1.11 2'56 
IAlAsO4 |5.03 2x5.61 2x 1,11/3.34 


結 品 の 属す る 空間 群 は , 本 結 品 の 属す 唱 
族 を D3 と すれ ば , D3~D8 の 何れ か な 
る こと と を 知れ り 。(Z. Krist., 90, 508~ 
516. 1935) (RSH) 
4172, AgCN 結 品 に 於 ける 一 次 元結 品 
格子 より の X RU West, C. D. 
Ammonia 深 液 よ り 品 出せ そし め た る AgC 
N gai ih (2 BE PRE dh C110) BC 112) — we 
fia @ te L, 112) — ASS Few tae 
ES ALLO WAIL C HIKE US Fe SB SEE 
th OAS FRER te UCI DEED LOS 
あり 。 AMAIA CIs Ag it a。=3.88 A 


dt tei 


線 195 抄 ie #51041) 
a=101311′ te 3 SERS AES OFF BIC th | ICM L 
HL, CRN は 三 回 軸 上 に 位置 し て -Ag- | log J/J。 = ニー . loge 


C-N-Agm 72 3 SERRE BA THER, 落 
き bond BWR SHO MICHUAA~ Vo 
と の 区 方 潮位 格子 は Co =5.26A, a,=5.99 
A に し て と の 償 の c 軸 上 の 沿 期 は 5.26 A 
Vo © OF bh OC11LO) RCA12) WHF Hh 
© C ihc HEEL ICX MOK IRA LCi を 
固定 する 時 は ラウ ェ spot OP IC—-HE Ic 
塁 き 双 曲線 辞 を 見 出せ そり, 之 は 結 品 が c 軸 
OPIS 5.26A の を 有する 時 に 苦 期 し 
得る も ゃ の に し て , CLIO MA & % OAL hh 
C001) の 廻り に た に 259 yA LE SHS KU 
Symmetric 7 AHH BREE © isG TLE TEE Vo 
Nb 2E OR AO MAABHIRe rt o— 
RTH nD ORE BA VA ABE & te 
LCP 45 © HL 'C EAL IC BU > 3 HF RL 
三次 元 空間 格子 に よる Laue spot と 一 次 
元 格 子 に ょ る 双曲線 辞 を 生じ た り と 設 明 
せり oC(Z Krist., 90, 555~558, 1935) 
[高根 〕 
N73, 人 金属 硫 物 の 干渉 園 を 赤外線 台 用 ひ 
. CHABRB RIMS OE Malmquist, D. 
HBC SHWOMAKL UV CHD 
を 次 の 三種 に 大 別 す る 1, BW REM 
FEBEIK BEVIS LIC ARIES HB ¢ Woe Laks 
外線 域 た て は 金属 的 反射 を な す も ゃ の, 2, 
所 調 礎 透 角 斑 物 一 不透明 に し て , tay 
(AE & te LU URI BUC CHE 
FEO & を な し , 赤外線 域 に て 初め て BY 
と な る ,3, 金属 - 不 透明 電子 僚 導 を な す も 
の に し て SEMIS CT RD (REO 
Bind Fc Ke BinF — AMBCe Tit 
GIL WW dSBO 酸化 物 , 硫化 物 


KCERE WR OG WEL SMO 
TEMPE L CE Y CHLE OME 
め あめ, 次 に 波長 と 吸収 度 と の BRS ew 
記 調 不 秀 明太 物 の 普通 光線 を 通過 を し め 
ざる 理由 を シ 敷 量 的 に 示 L, Leitz 題 微 鏡 に 
CIR MBIC k SFY’ ihe Molybd- 
anglanz に つき て Agfa- の 赤外線 乾板 855 
~960 mm jc CH O)E = ChE C4612 
m の 時 間 に て 撮影 し て 示せ そり 。 MSZ 
LY CAMRY HH IC AS. SHES 
BWI OF TKI LOMA BRT, 
TBIGH PU, APES & 研究 し 得る とこ 
と を 知れ り 。(Centb., 209~213, 1935) 
(高根 
4174, 結晶 体 に 於 ける Rayleigh fat 
IZDU*T = Matossi, F, : 
¥8 ek iC RG SB molekularen Rayleigh. 


‘Streustrahlung jC > & FURR WU IC 


WHR TORY Bini 77 -BWR 
USBWO Aw, 石英 , 方 解 石 及び 黄 玉 に 
つき て 行 ひ た る が , 方 解 石 及び BREE 
て の み molekulare Streustrahlung を 認め 
他 の 場合 に 於 け る Strahlung は 大 な る 
Inhomogenitét に より て 起 る も の な る こと 
と 確 め た り リ 。(Zeits, Phys, 92, 425~461. 
1934) (yee) 
4175, NaBesSbO7 の 結晶 構造 Paul- 
ing, L.,, Klug; H. P., Winchell; A: N: 
Swedenborgite NaBe4SbO7 O## hifi 
3H % Laue 法 及び 振動 結晶 法 に 依り て 研 - 
FER Yo 本 薔 品 の 単位 格子 は ao=5.47 A 
co=8.92 A な る 示方 晶 位 格子 に し て , こと 


$b 5242) $b 
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の 二分 子 を 含む 。 空 間 群 は C8y に LT, 
ィ ォ vy PERRIS 

2Sb :2bu =0; 2Na:2b, u=% 

2Bes:24a,u=1l/j165 20,:2a, u=% 

6 Bey :6c, u=1/g, v=5/ 46 

60, :6c, u=%, u=% 

8On : 6c, u=%, v= K% 
7 Vo Hifnlt SbO。 ATIATRU Mo 
Be PUREE SAT. =O PU > PUTT 
REEL (HONG & SLA L, 他 の 隅 を 他 の 
BED POT PRA IE ATI PRONG t SEA TO 
(Am, Min. 20, 492~501, 1935) (KR) 


SASRAUS 


4176. 72H OMBHR Belshterly, M. 
著者 は Oirotien の S Salop Berg の 花 
穫 岩 に 就き て 加熱 党 験 を 行 ひ た り 本 岩 は 
主として 石英 , 正 長 石 ) ペー サイ ト , FE 
ARBRE BRA ic DORA LY 
成る 。 本 岩 を 粉末 に し 10~12 gr % 550°, 
650°, 900°, 1050°, 1075°, 1100°, 1175° 
1240°, 1340°, 1400°C の 各 温 度 に て 二 時 
fA}, 1500°C に て 一 時 間 熱 し た る に , 正 長 
石 は 1175°C に て 初 あ て 燈 融 し, 1100°C 
に て 棄 に 著 し き 匂 化 を うぅ け 光 軸 角 は 殆ど 
BLEU Hit < OM LAPS 
Fe Alt 1100°C fe TYSHL, 1175°C に て 
YAR し 始め , ILC OBE lk 1340°C に て 
TES TKR IC BME 0 石英 は 650°C に て 有 
開 を 生じ, 1500°C に て 石英 の 大 部 分 は 
Cristobalite ck{k >, MSH. 1240°C 
IC CHER し 始 む 。 
Ac, Sc.d. I’'uRSS. 6. Festband. Loewinson 
Lessing, Leningrad, 393~398, 1934) 


CTrav. Inst. Petrogr. 


C 瀬 戸 〕 : 
177, アル カリ カー ボネ ー ト の 岩石 に 半 
する 作用 Smirnoff, V. 

SE CWS SPRIBT nr FY OM 
HEL ESA ED IC, PH LEHI, BK 
岩 , MOS & PIB ASE & Ad CHB Vo 
Weve 400°, 6002, 800° 1 -CFFU, HR 
HNL VAS. SC Ei als EB LC 
FEAR KHEXV, 即ち 5~6hr に て そ 
® JME ih BA ICSE LUC BICHEY VK 
Aa LSE 2 HR IC RE LC AR a LOBE 
後に 初 ま る , MHS tt AKA Smt, 
400°C C CHE U, Het Ss st Bi BBA 
反共 し, 400°C に て は 有 反 應 は 殆ど 認め 難 

Lo SEF 3 CHB AHCET 6 FO 
JRE LH) 400° に 始ま り 800°C に て 特に 
強烈 に 作用 し 更に 凡 て の 岩石 は 反 應 速度 
の 一 定 曲 線 と 一 致し , 800°C に あり て 回 
体 の 粒子 が ボー 時 間 毎 に 約 1 mm © YE BEC 
て 進む と 逃 べ た り 。(Trav. Inst, Pétrogr, 
Ac, Sc. d VuRSS 6, Festband, Loewinson 
Lessing, Leningrad, 399~412. 1934) 
CHEF 3 

4178, SR BSI SRE 
AS HH 4200 2282, 

N73. BESO SE SHRMKD 
Kupletsky, B. 

筆者 は Nephelin Syenite 182 fg Ijolite 
38 fi, Urtite 14 種 の 分 析 よ ょ り LT, その 
PicReES LE LA, A CMR 
BY © MEA Te EMV SORMBR 
BANRAICH Ct 長石 60.4, 720.0, 
A Rha tPRy 19.61% oe FRA 

ERALICL VY CARH ESM UIL24.9. 


#3197 bb 


75.1% & te UV, HeBiat Nepheline-Feldspar 
Pegmatite D634 30~39% REA 61~70 
2 KE, 叉 Vogt. 氏 に 依る 花 沿 岩 中 の 
DAH 2CREH 742 OF OBARIC & 
(US. BIC RA (LE RO 
下 に 行 は れ た る 酸性 岩上 療 の 分 化 作用 と 相 
BARR LCA CEU LORMEEB? VL 
著者 は 述べ た り 。 CTrav. Inst. Petrogr. 
Ac, Se, d. TuRSS.6. Festband, Loewinson 
Lessing, Leningrad. 1934) (瀬戸 〕 
4180, BRORMERBAOMEIL LS 
中 心 順 火 の 分 類 Escher, B. G. 

火山 の 叶 火 様式 は 多く の 要素 に 闘 係 す 
れ ど る も 就 中 著者 は 燈 岩 の 温度 並び に 化 崇 
成分 に 開 係 する HME, 及び BRA OES 
WIC t OBB RH 5S \ AUTO 
2 に 重き を 置き , 中 心 順 火 を 次 の 如く 分 類 
せ V。 


Gas Mode= ; Very 
pressure com rate High high 
Magma, V. a 
2 Sela ShaIl- een Very 

ow deep 
Fluidity (OW é 
Thinly {Hawai CN: 
fluidal | t foray. oes ves 
1 ype ; type 
Vulkae Vulka- pe ; 
Fluidal | ------ no lno i 
type | type | 7P® 
St-Vi- 2 
Viscous PR "ncent pence es 
yp type YP! 
(Leid, Geol. Meded., 6, 45~49, 1983) 
CHR AND 


N81, セレ ベス 島 産 粗 面 岩 及び 安 WS 
Koomans, C. 

著者 は J. H. F. Umbgrove AIBic k V 
UNA b S =e Togia RU Oena- 


& # §5¢ 43) 


Oena (cH CHE LHe SHA 9, HH 
7, 及び その 他 の 岩石 12 に つき 検 鏡 そ り 。 
それ ら の 中 で 最も 主要 な る は 粗 面 岩 及 び 
安山岩 に UC: 著者 は 化 第 分 析 を 行 ひ た 
る 粗 面 岩 2 及び 安山岩 る に つき 簡 早 な 第 
微 鏡 的 性 質 , 及び 化 皇 成 分 を BERG Vo 
と れ ら の 岩石 は 一 般 に = ダリー 値 に 於 て 
c 大 に Ut, al 小 の 順 向 を 有 す 。 eid, 
Geol. Meded., 6, 119~122, 1934) CLAN) 
4182, 火成岩 に 於 ける 貴 留 忠和 気 Ourav- 
sky, P. Charczeuko, P, Choubert, G, 

Epidote, augite を 10000 gaus の 磁場 に 
BAK SE CEM SK, te ( HPO 
MRE At り 。 Ilmenite, biotite, alla 
nite は 同様 に 慮 理 そ る 磁 無 を 現 は さき 
ず 。 monzonite, pyroxenolite を くだ き , 之 に 
BAD Me iL 磁石 に た 引か れ た る 部 分 
CA うと 引か れ ざ り し 部 分 CB) と に つき 残 
留 磁 無 と magnetite と の 含量 と を 調べ た 
る に (B) の 部 分 に は 観察 せら れ た る 磁性 
に 相 座 する に 足る maganetite 存 在 そ ざ り 
き 。 こ は 極め あて 小 な る magnetite#4 Do 4, 3e 
MoE kK る る も の な る さ ベ べし 。 (Compte 
Rendus. 200, 541~543. 1935) C 渡 邊 新 〕 
4183, 東部 アル プス の Eklogite Wie- 
seveder, H, 

各地 に 於 ける 個々 の Eklogite に つき 
WIE S HEH, Schober FERU Wechsel 
D He FR hb ko Eklogite it [i Do sh A (2 /A 
を 蒙 れ る と と 明か に せら も れ , 更に WRT 
ルル フス に 於 ける Eklogite o AE ik BL te S 
WHA RAM IK OBB RES LO ら 
ず し て , HEA 結果 を 示 する ゃ の な り 
LRU AER hitb 6 東部 アル プ え ネ 


#54044) yp 
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EAP ICR RAR ete & B, 
各所 に 於 て 認め ちる ヽ ゝ 事 党 な り と 述べ た 
YV, & Eklogite ot Ste 7 & Becke ofm, 
alk, c, al の の 四面 体 投影 を 行 ひ た る に 
Otztal アル デス の Eklogite ix fm 大 に し 
て , Saual アル フス の Eklogite は al 及び 
c 未 離 れ , Prijaktm 及び Wechsel 束 部 の 
Eklogite は ¢ の 値 大 な る を 示せ り 。 アル 
TADKMD O Eklogite ZH ii k VRE 
ひも なく 火 成 起源 の も の な る こと と 明か に 
し て , 南 部 の も の は 水 成 物質 を 混 ~ し あめ 
PRICE IL 火成岩 葉 域 の 周 線 部 に YR つと 
逃 べ た り Y。・(Min. Petr. Mitt., 46, 174~ 
211, 1934) Czy BF) 

4184, White Mountains 3e7IDE(E 
Chapman, R. W., Williams, C, R. 


New Hampshire の White Mountain 
地域 を 研究 せる GR RIMS salt 7 
ルカ リ affinity を 有 し , HOS の 講 岩 型 は 
一 定 の 列 を 形成 し , 本 地域 中 の . 諸 岩 は 同 
一 時 代 に 属す る と と 知ら ちら れ た り 。 REO 
事 質 は 岩石 皇 上 最も 重要 な る も の な り と 
逃さ , ASE Io AR LE a IC YL, White 
Mountain magma series OZ FEE Mt Le 
Yo 野外 研究 に は 主 と し て 岩石 体 ろ 大 き 
TEREF SKFHZ EWE, BR 
室 に 於 ける 研究 と し て , REWER, PIR, 
ey Y= 4, ALA, Ei a Sl MO Ys 
Ay SNA RG, A A RRB 7H 
Re Se eae 

EDM を 行 ひ , EAM RD & 定量 的 
eet SAOMTES O TEMIC FERC L 
之 を 表示 せり 。 RICA te SBSH 
$44 4, hedenbergite, hastingsite, Riebece 


kite, hyalosiderite, Ilmenite 4 9 fifi jc > & 
HEBD E 行 ひ , MICE 行 は ざ 

SAT O MICO & CT RIESE BE 
ELLERY VY, LEPARORRE 
に 於 ける 研 完 資料 を ht し, 著者 等 は 本 
地域 岩石 の 進化 た つき 考 研 を せる が , 特に 」 
BALD HEL IC HB & te & CHE し , 各 
iH Ad (LEME KU TR OPE BRICK 
KV Pt b SS DO TEAS PRS. 
FUE(E bt YT S~P EFS MRS © 
cAm. Min., 20, 502~530, 1935) 〔 河 野 〕 
4185, Oslo MRICS Fee (Aw 
BRS thsxsBy Holtedahl, O. 

FANE 世界 各地 に 於 て , 深 造 岩 塊 が 鍼 
Hess Rika ttle 6 Bee, AR 
tbbk Z(t roof remains (Cc ¥ Ls FupAy ts 
ME ted AHH Stet eM VS Wa 
tn & ARIAT 7 ey = —@D Oslo 地域 に 
見 られ , 上 部 古生代 と 考 へ ちら る ヽ アル カ 
リ 火成岩 の 上 昇 に 依り 生 ぜ る も ゃ の な り 。 
本 地域 に は 一 般 的 符 地 和 構造 の 外 火 成 岩 接 
AGRIC HE UC Dey ABATE HES S ase 
Wiss Lit BRO DH OPM SE 
Wet VQ Yt Cnordmarkite)rp yc fp 
a OPA WIC 排列 せる は , BHO Bie 
DBR kU BEM CBR Y LAS. Se 
LKKU RV 53, RACHA 
RU ERIC HES. warping と 深 造 塊 の 位置 
tL Of OEE re SPIRE NI A ( OEE 
形 を 指 適 を り 。 即 ち 岩 紫 塊 の 存在 は あぁ る 
GB LWRO MOU Ok DONE 
B~ 5A, NPHEO 鐘 形 作用 と は 別種 な 
る uplift- の 如く に も 考 へ らち る ゝ 場合 あり 
と 述べ た りり 。 (Am. J. Sci., 29, 504~517. 
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Sk 3d 55(45) 


1935) 【 河 野 ) 
4186, 浅間 火山 中 央 火口 丘 の 相 詩 的 上 昇 
EXARORBBE ok bit, 
1934427 FV ky 10 jiem4 7 AIR 
り , 三角 測量 に 依り ADE AEE He Wy 
FEV SHHR 20M 以上 に 達する Hye ez 
DEV, 昇降 速度 と , AB AR UIC 
Ay ati (CHSC BLM SA PBME 2 OIC 
少 の 開 係 の 存在 を る 事 も 認め た り 。 下 中 
央 火 日 丘 と 前 掛 山 の 最 高 昧 の 標高 差 は 


1934 年 10 月 及び 11 戸 の 敷 回 の 測定 結果 | 


31.3m に し て 1912 年 の 舞 高 差 に 比 し て 
PIV Ft 10.3 m の 相 圭 的 上 昇 を 示せ 
る 事 認 め ち れ た り 。 Ci H, 15, 318 
327, 1935) (yap BF) 
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4187, 四川 省 西部 の 鋼 硫 成因 Chu, H. J, 
SITE AIL DOING © BBR OALTK  Y Swe 
OM BME 分 布 し , MP BER D 深 成 式 
GAMER FEE TEI T & FES SA RIAORII 
MERE CL PETAR BAR bt Lele 
Ds 本 編 た は HOD Sava Ht © saw 
DRE» HI PEW HK BCE WF a BESTE 
AL RISD ~ YR ICH. T WME 6 

=F SSCA BIC Mia BS s SHH 
AE BRRIL, SE HIS DRY Mt BOP FS HE 
DPRK CHEESLOK し て その 成因 
は 設 ら ちく 玄武 岩 噴出 直後 の 後 火山 作用 に 
LEDGE (, RODE LIC 堆積 
せる SBSH Ah oO sp, 率 
武 岩 中 © SAG Ti 28 LE, 運搬 堆積 を られ 
CA UR STWR S~ Lo HEE, 
MLPA OR ~ Rit 2H L KALE BIL 


| ALD P IC JG Mae 3 ePYEBOME OMe HIE AE 
WEA (, HAA LED 3 っ の type OBR 
TKD HWA HELER DRA D BA GBE VIBE & I< 
BL & Caf tke Y (Bul, Geol. Sci. China., 
14, 255~269, 1935) (rp BF) 

4188, Orange County, Vermont の 
SRNR IXHET Buerger, N. W. 

BAL T OWA OMPET & LAN BAS 
TRE L, 40 5 % HSE と cubanite と 
DFC BATRIC BEC LBEIC BEM BCLS 
り , 本編 に は Eh OR ALTE IK HEC D SE 
MS HUF, 特に valleriite (CugFe4S7) と 
BE SAPE L OFLA CBA L-cid, valleriite は 
IRA FA GABE FIC HSC Ud C4 FS GE SEDE 2 
鹿 別 し 難 け れ ど , 硬度 は 著しく MEK し て 
Ate ICI Ls HOS OD 特異 な る 非 等 方 性 
に ょ より て 容易 に 磁 硫 鐵 奏 と 葉 別 せら る 。 
之 が 黄銅 看 中 に て は 十字 形 の 微粒 と し て 
KS LBAKO AMIR & te Vc Bidar, ZH 
BC YARORMAIKCEUTEUESLOD 
MWENLLKRS5 COMPRA AMEE 
型 に 属し て , WRAL UC SRO: BEM 
| BARU, Bk ( Ducktown shy o Spe oR 
と 同様 の type の も の な る さ べし 。 (Econ. 
Geol., 30, 434—443, 1935) て 中野) 
4189, AREBRISRET ARH 4161 
BHR 6 
N90, SSBeARARHACHISAA 
REA EIUOMBRISRT 山口 定 

Be ARPA FE EC HE RA IC kV pee 
り , IMA tea Besta, Pita, マグ 
TAA», HAIER RE OD 多 敷 の 回 脈 を 
OD So WALA aH ita & RAE 
Mapes & OBADUE IC YAS DBL ¢ PUKE 


#5 56(46) yb 


Gk 綿 200 


i BE AB © BLik & FELL S ZHAI 
ARAKI Yo DRA RIV HB te 
DERM & 多量 の HAM, PMSA TRE x 
り 成 る 。 HWM bike SPM =KS V 
CHES 7 SL Oe HEE 400 KCL, 


We NE (a BLY 40 Pte U, BR Aire ABE E AE hing | 


岩 質 中 石 と ょ り 成 る 。 GWE, 42, 329, 昭 
10) (pF) 


4191, SRZFRSUOMRRMRI | 


て Ax 
HEEL se ih Ben URAL REE AT EE I 
BRICKED CHERUR ARTE & RUM Vo 


tt 
Oo 


Hb Et eS, DE eh HER aE O FH = Fe | 
層 と 2k AORWA PETAL | 


a, VIBE £ RY, PRR IS EIA 
rp (CMR BS \ Hbh te SPRURIC Lt, 
BY S271 DOM Is IC BES Bea IC LEA 
Ai © AEC, RRR DEAR IC (SBE AT, 
BEALE Yo WAIL AIR, BAIR, 
Aaa, WENT, EAR, kA, EMRE 
の 他 , DRO RAL 金 を 件 ふ 。 MUIR 
長石 英 粗 面 岩 と 同 源 に し て 岩 紫 分 化 作 用 
ORREECKT SL, OR S~L- (地質 , 
42, 327, 昭 10) CBF) 

4192, Cornwall LO BURZI sau 
Rust, G, W. 

Missori 州 東 南部 Ste Genevieve 附近 の 
Cornwall GRRL, A SE as BK 
WUROBAICE UBER SLOMV, 
BRD & LCA ERR, AEM, HIE, 
Aid, ARLEN DR, SERIA, 方 解 石 , Git SIR 
MLA HAI, MEL SV. HikKoUw 
LA DERM De Dt AP, We RINT, 初生 
OV HEI, HELA IR-SIRE © BIYAIK RU 


JCAT HEE, PALS ESE DO 存在 並び に ガ 
ADE RIB Ok Y UCHR RKAO 
も の と 考 へ ら る 。 FHEHEOBREE 


0 Pee 3 WE Ti DRAMA IC Oa 


AWC BARE Ly OREO 浸入 及び BARRE Y 
DPD ORVCMEE & PEE VY HOR 
HEOIBIRE hb mS lk HeS の 存在 に 大 
WKK SIOMS~ (, RHR tee 
AAABACRAS SHKTE~LLE 
~yY。 CJ. Geol, 43, 398~426, 1935) 
C 待 場 
AnBK & 

4193, 石油 産 額 地質 時 代 KN Fi 

最近 5 ヶ年 間 (1929~1933 う の 世界 石 蒲 
PERI c WWE ¢ ORAL ROM し 。 吉 
Ae ¥E---1929~38%, 1930~35%, 1931~ 
292%, 1932~27,%, 1933 ~27%, wa ARR 
---1929~10%, 1930~10%, 1931~17%, 
19382~18%, 1933~21%, 2RAL¥R---1929 
~52%, 1930~55%. 1931 ~54%, 1932~ 
55%, 1933~52%6, 各 國 別に 古 生 界 の 
1933 4G OM ERAS 示せ ば , IEK AR 
99.5%, BIRT --04%,7 vey ン … 
1%, その 他 猫 選 。 中 生 界 それは, 北米 
ai] :51%, メキ ya--44%, アル モ ゼ 
ンチ ン …38 %, = チア プア ト …2%, yt 
Ce BPG MA RO t irid, ALKA 
43-89%, EPA M---21-7%, ヴェ ネズ ェ ラ ーー 
1:0%, ルー マ = ア …422%, ペル シア , 蘭 
SREP RE, ベル ー, コロ ン ビ ビア, トリ = ダッ 
ト 。 メ キシ ョ ュ , PURE, Hh 724-49, 日 本 … 
0.6 2 te 0, CHE, $, 131~138, 1935) 
CAA 


esa in in? sales? smal 


#4 201 +h 


8 #8 57047) 


4194, KHAO MWRBSeRHTS 2 
つの Deformotion type |IL#T (1) 
Ab #KEE— ER 
ARE A DF = $0 Met © IROL BO 
ARTE OPER Wyte 3 Huis BRP RS 
秋田 市 南方 の 岩見 川 , 流川 沿岸 に し て , 党 
地域 及び 他 の 地域 に 於 て も 同様 に 記 調 西 
SEG MSL YU biKo ER MIC RSE 
| YR = ACR RD I (ak RE BA & BS od ME 
且つ 各層 間 の deformation state の 差異 も 
mau HT SBR Lo MFA OHS Het 
— fii ® deformation type ¢ k D-CHIL 
BE RICE UV CRS UOT GARRICK 
A S56 BAS fe) AS EGA RIK DH S AEA 
FURR BRAY SRKESKNEOM MICH 


LAKES US 即ち 男鹿 詞 統 と 由利 統 由 | 


ATER tO 不 整 合 開 係 を (RIK 認 
DO 5S, RAM EL 由利 統 と の 
問 に deformation の 差異 を 認め 得る や 香 
や な り 。( 石 技 , 3,139~144, 19350 AAD 
4195, aORlah Om 地方 の 
Carbon-ratio Hendoicks, T. A, 

1915 年 た David White は 石炭 の 炭化 
作用 即ち 地層 の 獲 質 作用 と 石油 生成 の 開 
係 を 論じ た り 。 筆者 は Oklahoma 地方 の 
石油 存在 の 可能 性 を 知る 目的 を 以 て 
Arkansas-Oklahoma jy) Jy © 7 jye D Carbon- 
ratio を 調査 し , 火 の 結論 を 得 た り 。 WS 
CL) 各 右 炭 の 固定 炭素 含有 量 は 石炭 の 元 
の 成分 に 左右 を を ら る ゝ 事 極 め て 少 し , (2) 
Fim OP ICfE Ala + OUBRx b SRS 
BRISHEFE IC k SEMEL HEL, OBE 
REGH ROA SBA AM OG 
kV hb SHEE MAIC k OBO VY 


CB. Am, A, Petri. Geol,, 19, 987~947, 
1935) CAA 
4196, Hilbig jf Blackburn, W, C. 

Hilbig 油田 は Tenas J Bastrop 南西 方 
#710 MKS VY, 19M BAS EHESY 
の に LCA FLAG we RCA & ANY tt 
る も の な り 。 党 地方 の 地質 は 第 三 紀 始 新 
DBR UO APH 紀 層 より な り , WER 後 
者 の 最 下 部 な る Austin chalk jee | x, 
その 上 層 な る Taylor fo FRc ke yee 
SPHERO LOM VS MH UCHR BOE 
部 は 常に 5~60 feet の chalk f#R¥ FEV, We 
BL D PRE OD Tile (t T00~800 asres A 
FSO VG REMAO PMc it kw 
存在 し , Taylor 海里 氏 の 化石 水 と 推定 せ 
bdo RERMA OFLA 3~22% 1 LO 
YHid 35-5° の 比重 を 有する ペラ ヒン 系 の 
の 0 B. Am. A. Petrl. Geol. 19, 
1023~1037, 1935) CAA) 

4197, RQ Compressibility Botset, 
H. G., Reed, D, W. 

PERO = OPO BFE IC WS CULAR FE AE 
な る 結果 が 得 ち られ ざ る も ゃ の な り 。 筆者 は 
その 才 案 に ょ る 装置 を 以 て 出 座 得る 限り 
正座 な る 砂 の compressibility を 測定 し た 
Yo 基 結 果 に ょ れ ば 3.000 lbs/sq, inch の 
BSTC CADE DH) 8% が 破砕 せ られ 孔 奉 
KET 2% の 減少 を 示し た り 。 以上 の 凌 
果 ょ り 考 察する に 砂層 の compressibility 
は 極め で 小 に し て Hudnall gs pea + + 
A YH AIC HSC HS Fe B hn & DIR D HE BS 
Ait © produchion の 要因 と は 考 へ 得 ら れ 
ざる も ゃ の な り 。 RHO compressibility 7s 
以上 の 如く 極め て 小 に し て 頁岩 の それ が 


#5848) ip 


Kitz B atic Hedberg の 述べ た る 如き 堆 
積層 の compressibility の 差異 た に より て る も 
BAM ROMO AR EILS & OI Vo 

(CB. Am, A, Petr], Geol, 19, 1053~1060, 
1935) CAA 


= ae Ue HR 


4198, 砂子 の 比 屈折 率 U.S.Bur. Stand, 

PREFERS © RD, BAER lee 
の 資料 を 従 來 提出 そら れ た る 式 に 就 て 検 
討 す る に 炊 の Gladstone 及び Dale の 式 
に 最も ょ き 一 致 を 見 た り 。 Mow a—-1 
/O=R, Wik tk NaH Na cps 3 HAE 
dite, R IEMA LT > MEO 
n RU d HK 1.4587 及び 2.2026 と + 


れ ば , 任意 太子 OR ARKE Ve b 


る 。100R=(n—1)100/d=0.20835 A+ 
0.19335 B+-0-22435 C+-0.20750 Do A, B, 
CRU D は 克 子 成分 の SiO2, NagO, 
CaO 及び AlsOs の 百分比 な り 。 狂 他 の 
KD EAA IC CHERAB ICIS 3 
敷 は 次 の 如 し 。 KeO 0.20185, MgO 
0.21185, PbO 0.130, BaO 0.130, ZnO 0.150 
ByOg 0-202. (Jour, Prank, Inst., 219, 
749~750, 1935) CHAR) 
4199, RkReSoMF KU =. 
WE TEER TO BS ICANT ICH L 
C 2% OMBLBIORMein~k St o0eIN 
ST Ha CHA st し 際 に , 砂子 中 の FeO o 
BLICRE CRAZE Uo WBF MAIC FIC H 
LC 2% の 酸化 第 二 鐵 を 加 へ た る る も ら の , 
同時 に 1% OM AAA eee UC hn 
~KESEOs XAAEIC 0-59 O RHE S BATE 
PE LTH AK SL OKMS RR VS 


ak 線 202 


克子 中 の FeO Of OB it WFO 
PJ dt LAD OFA Dar EMME Fy & FE 
に FeO/FeO+Feo03 の 上 比 は 一 定 そ せり 。 
酸化 第 二 鐵 の み を 含む も の を 燈 解 せ し 太 
子 中 の FeO/FeO+Fe,O3 の 比 は 19 を 
示 し , 酸化 吊 を 同時 に 含む も の は 9~112 
Oe RIC UC, 較 元 痢 を 含む も の は 約 50 
ME tE Y WIT ORE, WE) SED 
AKEEME OF 1c ALD EE AB LE le] — te 
ば , 調合 が 燈 融 きれ て 硝子 を を HER L 
KEDAH Fr oD FeO/FeO+Fe.0g の 比 は 
RMD BS OBERT OA TE 
に よる も の に UC—HRIST ee LH 
KLE LE BME LBA FE SLO VS 


CKA ABE S HE FE, 45, 489~495, 


1985) 知内 〕 

4200, 理 酸 臣 融 体 に 於 ける 不 混 和 自 
Grigoriev, D. P. 

ae IL EERARAY) © SRB IC AN UE UE 
PLR EBV WG PL WIZE 10, 石英 
30, PePBIS A: 30, FRE APR 5, DMB 2 1 し 
C, FRE IR DT & RT SRK ORF ik SiO2 
61:23, AlpO3 2:2 MgO 24.50, CaO 10-03 
K 20 2.04, total 100% tr 0, & & Kryptol 
WE CPSC 1150°C 1 CHABRRY UG EO 
PES WR a RO bee Ae 
HER TO PRL VR Y, Bo Pcie 


| 移 化 層 を 存 す 。 下層 は ェ マ ん を ジ ョ ン に し 


CHE FB IC Gt SEO TR RF 
BE 9 TAKS OR PARO 
は 夫々 1501 及び 226 に し て 主体 を な すす 
ANF 2 1-585 及び 2.34 に 上 比 し て 造 か に 小 
Vo tatntk & Lcphlogopite % 4:4 y 9. 
Wo DAIS EA D&A X 2 nei 


線 208 抄 


鉄 抄 59C49) 


33 -ORF Lie Us PICA Y 3 Hi hla Ca 
MgSigO。 と CaSiOg と の 固 燈 体 を 生 ず 。 
La BORE kV ROE IK BSE 
せり 。 1) FLAP OMBRDOEE Z 
Beis, CaO, MgO, SiOz, Al,035, 
K20 等 を 含む BUH S EA KOLAR 
CAME AL られ る 。 2) 同系 に 於 て 
揮 贅 成分 の 含ま れ ざ る 場合 に は 燈 離 の 厩 
Mite te Lo (8) TM OMB IRA Le 
Ais kU PRET HLL, HHO HL 
FRO TEERIC PS CHEE DAP Vb as BEE 
し 燈 離 作用 を 起す 。 C4) Cope ith 
Ft SRM ANSE AAA) © ear 
に 入る 。 (5) RRA A DAUR & TR 
ee と は 問題 な れ ど る, WARE IK 
の Oe (Centbl,, Abt. A., 
242254, 1935) CHAR) 
4901, Nontronite & montmorillo- 
nite EMER Gruner, J, W. 
Nontronite は iron kaolinite と 老 へ ら 
dv, Mig zeolite 中 に 抑 含 せら る 。 著者 は 
PHACHEIS & VBE nontronite js X HH 
WIC HAZE Lo & fest t montmorillonite 
の それ に 合致 する こと を 知れ も り 。 Moe 
URES & te Ly HESEEAYIC montmorillonite 
beidellite Jy び nontronite (4 527 7r la) (RE 
LRT > KUMOGAKLHE Fd 
も , そ の 量 は PRBS RE SCE 
$5 WTC ALB SIC AIMS 15-8 A な 
WED, S76°C cf Tit 9.2 A な る 6 
同 温 度 に て 脱水 し 終 れ ば pyrophyllite の 
構造 に に 酷似 する 至る 。 nontronite 系 の 
MSERARO ML. OHs(Al, Fe”) 
842/3CSi 6-n CAi, Fe Da) Ojom H20 


本 式 は 0O と OH は Constant な る こと と 及び 
Mg, Fe” の 少量 は trivaliant に 換 備 する とこ 
& & Bue Vo CAmer, Min., 20, 475~ 
483, 1935) GEAR 
4202, 結晶 MgO Oiitse Pp: Ditchburn. 
R, W., Iarding, J. 

著者 等 は 1cmx1cmx0:5 cm 或 は 以上 
の MgO 結 品 を 眞 空 中 に 於 て 一 時 間 如 熱 
し , 種々 の 人 金属 の ek ICWT S 抵抗 を 定 
量 的 に 試験 を も り 。 そ の 結果 に ょ れ ば 括弧 
A © iF PE IC HSC lk MgO は K(4009),Na 
(500°), PbC1050°), MgC1100°)% uw Al 
C1100°) ck YD Bsns, (AL Ca 
C1050°) 及び Cu 1LOO Kk Y Csi 
Sfp cee bk Vo 以上 の 如く 
MgO» #8 hl 21h DASA BGI し て 
は 砂子 及び 石英 より 一 選 抵 抗 性 抗 性 を 有 
する を 知れ り 。(Nature, 36, 70~71, 1935) 
CHAN 
4203, AlzO3-‘SiOcHR MOLE RU RE 
造 に 及ぼ す 焼 成 の 影響 Riddle, F. u.,, 
Peck, A. B. 

FE We & S.K.17~18 ISTH 
Bee SWS KILEOME ROMO 
AYE CHES YQ DRO UR © EME IC 
測定 する こと AMenre., AHFAD 
解 成 生 物 の 粒 の 大 き 或 は 分 解 層 の 幅 に ょ よ 
Y て 比較 的 の 分 解凍 度 を 求め た リ 。 そ の 
分 解 の 困難 な 順序 は dumortierite, kyan- 
ite, andalusite 及び sillimanitez; 9, MA 
解 た より て 生ずる mullite 結 品 の 大 さ の 
HNIC BRIEF BERD GBs MAME fa St 
と な る 。 DS SEE LEM ORME & OFF] 
OBIS & Blk Vo (Jour. Amer. Ceram. 


6 ff 204 


7260050) — w 


Soc., 18, 193~198, 19385) CHAR 
4204, RBOLA RR RE MA 
t CROMEBRU MAS O Hie 
Riddle, F, H., Peck, A. B. 
Ea 
ik Lint Le SIC, 加熱 還 敷 に KY chk 
Hit — HAI BLES MRE O 
結果 , COMM MYO 分 解 速 度 の 相違 
に よ ょ る こと と 緯 明 を り 。 此 の 分 解 作 用 或 は 
DHE TE A OSH RE & TERE IC MES 3k KA 
能 な れ と ど , 比較 上 の (Re し て 完全 に DH 
ZT STEWOMOILE AOR) 9 HRI IA 
OSA SBS RCRA, BERR RE A> 
Dumortierite, Mullite に し て 試料 約 50K 
& HEUAHI IC Adv cone 17 さ へ 18 に 14 
RFR C 行 は れ た りり 。 (Jour, Am. 
Ceram, Soc., 18, 193~198, 1935) 


Cr AD 
A a 


4205, MAB I—FAOLA Fowler, 
i 

We BB FD YH FARE IC A fA 2B 
Din ti hope 知る べく, 種々 の っ 
ー ク ス の 性 質 を 研究 そる も の に し て , 2 
ー ク タス の 水分 は 燃焼 の 敢 要 物 に は 非 ざ る 
も 約 3 含ま る ゝ も の 最も 有効 熱効率 は 
高温 コー クス 68%, 
生 無 煙 炭 5322 に し て 高温 コー クス 最も 良 
好 な り 。 叉 この 熟 効率 は 燃焼 速度 を 遅く 
する 尊 好 結果 と な る 。 更に コー クス の 粒 
度 と 燃焼 性 と の 開 係 , コー クス FREER 
RR GENE IH OBIE & OBIE % TEER 


コー クス 


Keyaa ク ス 861%, 


せり 。 (Gas J. 209, 95~96, 1935) 
CRB) 
4206 アー カン サス , オク タラ ハマ 地方 産 
AieOpewett AH 4195 人 参照 。 
4207, 石 岩 完全 ガス 化 の 研究 CVU) a 
—FROKRRILHT SRE 並河 孝 
國 居 報 一 。 ° 
Fie PSEA % AE SBLETE IC BEE A STS 
め , WEPECS~10 mesh) & Hii % o hee 
に て AUC HRS 4a - 720, BA 
WSF BKARICMS S RHEE LHIZER S 
も ゃ も の に LTE この MGRKKNE Hl 2 
—7AOMMEMES 2 — 7 ~ BLEED He 
ABRKip SKK, 2-7 rGHMAROR 
oN 
影響 は 炭酸 サケ ぇ に 習 す る 場合 と 同様 の 
傾向 を 示す 。 (工業 化 塁 雑誌 , 38, 927~ 
933, 昭 10) CARR 


= 考 科 


4208, AREER CT SORTER 
Baxter, G. P., Alter, C, M. 

FEM RHR 2 Rict 2 fiz O radiogenic 
OG © lik Fit BMW LCROWRE MK 
Y > uranininite(Besner mine, Ontario) 
206.25, pitchblende (Great Bear Lake) 
206-06, cyrtolite (Ilybla.Ontario)206.20, 


BB 


SS 


cyrtolite (Bedford, New York)I, 205-93 


II, 206.07, galenacYancy, N. Carolina) 
207-21, curite (Katanga) 206-03 (Am, 
chem, Soc, J., 57, 467~471, 1935) 
Carp 


第 十 四 食 A A UK ty OR KB oe Dy ye 
本 @ & A 
BR mt 津 Roh 
Stine VETS REL 高橋 純一 PPIFIRARB 
£p7n Be OF OTH 
BES = tt 瀬戸 BF BH = ft 高根 | A 
= = ff IA RS 
本 @ m mk) 
FR BR AR BE LR MR PM Kiet 。 大 井上 義 近 
大 村 oR yr” 金原 {az bikes 武夫 ARF fe 
AT AEB 2) EPRER te & AR Boia AZAR EAVES ASPS MEE 
立岩 sea FAD ff = fe7k 重 康 PACED DY HH SAR EK 
原田 Ye fam Ih RE} 正昭 本 間 不 二男 松本 唯一 
松山 AEG 松原 eB Ki —EG Jp bing. woh 孝三 
由 田 GH 山根 = FR 
KR 一 河野 sen $e ABE = Ju 瀬戸 BF 高橋 純一 
iA BE 高根 勝利 鶴見 志津 夫 PSF fe HOR. RE 
待 場 53 AR RE 吉木 SUR VEE RR UE BA 


WB ne eh. BE 
Bf + ie AB Ber 


ee RS TTS 
(ine rs A aie DB A EP AG 
AABARWR RES 
右 代 表 者 河 BF Rie 
印 届 者 
{hzeii BURRS T AL 
eo A FF 筑 


印 Oo) 所 
US ial 5 ap 
HE AL ED il) HK AB ik 


電話 2878 860% 


A @ FGA 
4 6 ACR KAR ABR 
ee 
SRB RH 
a 高根 勝利 
Giese 8 8 25 uf) 

本 @ 8 B 
EG ND 
次 Bi 

4h BE ath ALY 
ee nal, &a 


CREWE 1 5 ®H 
RR ih SAT ST AA ab 
mR 京 堂 
(振替 東京 270 er ap a 
alge es 
NE ee 3 [Al 3 U gs 


She BY 


HST ware 4 €ill 
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